
鎮
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【
要
約
】
　
文
治
元
年
一
一
月
の
王
地
頭
痛
の
発
足
に
と
も
な
い
、
源
頼
朝
は
天
野
遠
景
を
鎮
西
九
州
の
国
地
頭
と
し
て
現
地
へ
派
遣
し
、
遠
景
を
通
し
て
、

こ
の
地
に
お
け
る
本
領
安
堵
地
頭
の
設
置
を
お
し
す
す
め
た
。
こ
れ
は
国
地
頭
制
下
に
お
い
て
頼
朝
に
体
現
さ
れ
て
い
た
諸
国
諸
庄
地
頭
成
敗
権
の
九
州

に
お
け
る
適
用
で
あ
る
。
同
じ
権
限
に
も
と
づ
い
て
文
治
二
年
は
じ
め
に
頼
朝
は
島
津
庄
下
司
職
正
宗
忠
久
の
地
位
を
鎌
倉
補
任
の
地
頭
職
に
き
り
か
え

て
い
る
。
文
治
二
年
六
月
に
な
る
と
畿
内
近
国
三
七
ケ
国
で
国
地
頭
制
を
停
廃
す
る
が
、
こ
の
と
き
鎮
西
は
東
国
と
と
も
に
国
地
頭
停
廃
地
域
か
ら
除
外

さ
れ
て
諸
国
諸
庄
地
頭
成
敗
権
は
九
州
地
頭
成
敗
権
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
九
州
地
頭
成
敗
権
も
無
限
定
な
も
の
で
は
な
く
、

文
治
二
年
以
降
国
衙
の
在
庁
所
職
の
成
敗
（
補
任
）
権
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
停
止
し
、
国
地
頭
の
名
称
も
と
ど
め
て
、
九
州
で
も
ま
た
独
自
の
形
態
を
と
っ

て
国
務
不
介
入
政
策
が
つ
ら
ぬ
か
れ
た
。
建
久
年
間
を
す
ぎ
る
と
幕
府
の
九
州
に
お
け
る
本
領
安
堵
地
頭
政
策
は
後
退
し
、
根
本
領
主
層
は
惣
地
頭
の
も

と
で
地
頭
代
職
・
名
主
職
な
ど
に
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
地
頭
制
へ
の
変
質
が
進
行
し
た
。
　
　
　
　
　
吏
林
　
六
一
巻
一
号
　
一
九
七
八
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

鎮西地頭の成敗権（大山）

一
つ
の
社
会
を
根
底
か
ら
つ
き
う
こ
か
し
、
新
し
い
時
代
を
展
望
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
内
乱
情
況
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
購

況
に
い
か
な
る
総
括
と
結
着
を
与
え
う
る
か
と
い
う
一
点
に
こ
そ
、
内
乱
を
主
導
し
た
人
物
た
ち
の
政
治
的
力
最
の
す
べ
て
が
か
け
ら
れ
て
い

る
。
日
本
に
お
け
る
一
二
世
紀
末
の
内
乱
、
い
わ
ゆ
る
治
承
・
寿
永
の
乱
も
そ
の
よ
う
な
課
題
を
提
起
し
て
い
た
。
鎌
倉
幕
府
の
創
設
、
そ
こ

に
お
け
る
守
護
・
地
頭
制
や
全
国
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
御
家
人
組
織
の
確
立
な
ど
は
そ
れ
以
前
の
日
本
歴
史
が
朱
経
験
の
事
実
で
あ
っ
て
こ

の
内
乱
を
主
導
し
、
こ
れ
に
対
処
し
た
源
頼
朝
の
政
治
的
選
択
の
帰
結
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ジ
グ
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ザ
グ
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
ジ
グ
ザ
グ
の
コ
ー
ス
の
な
か
に
、
よ
り
急
進
的
な
路
線
と
、
そ
し
て
よ
り
現
実
的
な
路
線
と
が
せ
め
ぎ
あ
っ

て
い
た
。
文
治
へ
7
6
年
一
一
月
か
ら
翌
二
年
六
月
に
お
よ
ぶ
短
い
期
間
に
現
実
化
し
か
け
た
文
治
の
国
地
頭
舗
は
内
乱
過
程
に
お
け
る
急
進
路
線

を
最
大
限
に
体
現
し
て
い
た
。

　
治
承
・
寿
永
内
乱
の
過
程
で
、
日
本
の
在
地
領
主
制
は
権
門
貴
族
の
も
と
に
あ
る
荘
園
制
と
の
一
定
の
共
存
構
造
を
さ
ぐ
り
あ
て
、
確
定
し

て
い
っ
た
。
い
わ
ば
在
地
領
主
制
と
荘
園
制
と
の
癒
着
の
コ
ー
ス
が
ま
す
ま
す
確
定
的
な
も
の
と
な
り
、
頼
朝
は
そ
の
上
に
そ
れ
な
り
に
安
定

的
な
武
家
政
権
を
創
設
し
て
い
っ
た
。
政
権
の
基
軸
に
な
っ
た
の
は
何
よ
り
も
ま
ず
個
々
の
御
家
人
の
頼
朝
へ
の
直
属
を
意
味
す
る
幕
府
御
家

人
制
の
創
出
で
あ
り
、
次
に
こ
の
御
家
人
の
国
ご
と
の
統
轄
を
任
務
と
す
る
家
人
奉
行
す
な
わ
ち
諸
国
守
護
の
制
度
、
さ
ら
に
は
御
家
人
の
中

核
部
分
に
対
し
、
そ
の
算
額
支
配
を
安
定
化
す
る
た
め
の
地
頭
制
の
創
設
な
ど
巧
妙
で
現
実
的
な
機
構
に
支
え
ら
れ
た
頼
朝
を
頂
点
と
す
る
主

従
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
創
出
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
だ
が
、
治
承
・
寿
永
内
乱
の
全
過
程
が
朝
暉
・
国
務
・
庄
務
へ
の
不
介
入
の
上
に
た
っ
た
在
地
に
お
け
る
荘
園
制
と
領
主
制
と
の
右
の
よ
う

な
共
存
構
造
の
歴
史
的
創
出
、
国
衙
レ
ベ
ル
に
お
け
る
守
護
糊
度
、
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
王
朝
国
家
と
頼
朝
政
権
と
の
相
互
補
完
の
関
係
等

に
よ
る
あ
ら
た
な
中
世
国
家
の
創
立
へ
と
進
行
し
た
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
内
乱
の
諸
過
程
の
な
か
に
は
封
建
領
主
制
の
本
来
の
法
則
的

展
開
が
脈
う
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
や
や
も
す
る
と
本
所
領
家
支
配
の
廃
絶
、
ひ
い
て
は
王
朝
国
家
の
解
体
を
可
能
性
と
し
て
は
ら
ん
で
い
た
。

文
治
国
地
頭
制
に
一
つ
の
体
現
を
み
た
内
乱
の
な
か
の
急
進
路
線
は
文
治
工
年
六
月
の
国
地
頭
制
停
廃
に
よ
っ
て
、
再
び
中
世
史
の
底
流
に
お

し
さ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
文
治
二
年
六
月
の
国
地
頭
制
の
淳
廃
は
東
は
越
中
・
飛
騨
・
美
濃
・
尾
張
の
四
ケ
国
か
ら
西
は
周
防
・
長
門
に
い
た
る
畿
内
近
国
（
西
国
）
三

七
ケ
国
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
地
域
…
東
国
や
鎮
西
九
州
で
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
二
、

三
の
論
考
で
考
察
し
た
文
治
国
地
頭
制
に
つ
い
て
の
右
の
よ
う
な
見
通
し
に
た
っ
て
、
本
稿
で
は
鎮
西
九
州
を
例
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
地
頭
制
か
ら
守
護
制
へ
の
鎮
西
特
有
の
き
り
か
え
の
実
態
を
た
ど
り
、
同
時
に
惣
地
頭
や
小
地
頭
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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鎌
倉
時
代
の
九
州
に
は
後
に
あ
い
ま
い
に
さ
れ
る
と
は
い
え
、
か
な
り
の
程
度
に
本
領
安
堵
地
頭
が
存
在
し
、
や
が
て
、
九
州
特
有
の
惣
地
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

・
小
地
頭
の
併
存
を
み
ち
び
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
鎮
西
の
守
護
は
検
断
沙
汰
（
刑
事
訴
訟
）
や
、
雑
務
沙
汰
（
動
産
訴
訟
）
へ
の
管
轄
権
を
も
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
る
い
は
御
家
人
訴
訟
に
か
ん
す
る
裁
判
権
（
下
級
審
）
を
有
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
大
友
氏
の
よ
う
に
み
ず
か
ら
の
式
条
を
綱
心
す

る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
他
、
弘
安
七
年
の
鎮
西
特
殊
合
議
制
訴
訟
機
関
や
同
九
年
の
鎮
西
談
議
所
の
存
在
な
ど
に
も
、
大
宰
府
以
来
の
伝
統
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
鎮
西
特
有
の
地
域
の
政
治
構
造
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
石
井
・
佐
藤
二
等
の
指
摘
ど
お
り
、
「
西
国
守
護
人
沙
汰
事
」
に
つ
い
て
記
し
た
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
工
月
一
六
日
条
は
鎮
西

守
護
の
特
質
を
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
伝
え
て
い
る
。

　
於
昌
鎮
西
一
者
、
依
レ
為
島
遠
国
｛
不
レ
相
コ
鎮
無
籍
一
之
間
、
鳥
目
右
大
将
家
御
時
之
廻
漕
可
レ
致
二
沙
汰
嚇
之
由
、
被
レ
仰
畢
、
必
不
レ
可
レ
依
晶
式
目
↓
其
外
西
国
者
、

　
守
丁
被
晶
定
置
一
旨
炉
可
レ
被
昌
沙
汰
一

鎮
西
の
内
乱
情
況
が
長
期
化
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
へ
の
対
処
の
た
め
に
、
鎮
酉
で
は
右
大
将
家
（
頼
朝
）
時
代
の
先
例
が
尊
重
さ
れ
、
他
の
西

調
と
は
こ
と
な
り
、
か
な
ら
ず
し
も
式
目
の
規
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
御
成
敗
式
目
第
三
条
「
諸
国
守
護
人
吉
行
事
」

が
規
定
す
る
大
犯
三
ヶ
条
（
大
番
催
促
、
謀
叛
、
殺
害
人
、
付
、
夜
討
．
強
盗
．
山
賊
。
海
賊
）
や
、
第
四
条
の
守
護
が
罪
科
人
跡
を
私
に
没
収
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
と
の
禁
な
ど
が
、
鎮
西
地
域
の
守
護
に
つ
い
て
は
そ
の
厳
密
な
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
東
国
に
つ
い
て
の
具
体
的
規
定
を
欠
く
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
を
ふ
く
め
て
考
え
れ
ば
鎌
倉
時
代
の
守
護
に
東
国
型
、
鎮
西
型
、

西
国
型
（
鎮
西
を
除
い
た
西
国
一
般
型
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
る
が
煩
を
さ
け
て
た
ん
に
西
国
型
と
し
て
お
く
）
と
い
う
大
き
な
地
域
的
区
分
の
あ
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
工
年
八
月
二
四
日
条
は
鎮
西
守
護
に
つ
い
て
同
罪
二
鎮
西
守
護
成
敗
事
一
老
、
自
二
右
大
将
家
御
薗
ハ
以
二

別
儀
ハ
被
漏
定
置
一
之
間
、
帯
二
代
々
御
下
文
膳
所
・
致
二
沙
汰
一
也
、
不
・
可
・
被
・
霞
割
申
愛
国
守
護
沙
汰
一
事
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
頼
朝
に
よ
っ

て
「
別
儀
」
を
も
っ
て
定
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
鎮
西
守
護
の
特
殊
権
限
が
、
特
殊
な
も
の
に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
時
点
と
し
て
、
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
文
治
二
年
六
月
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
　
拙
稿
「
文
治
国
地
頭
制
の
停
廃
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
横
田
健
一
先
生
還
暦
記
念
日

　
本
史
論
叢
』
所
収
）
「
文
治
国
地
頭
の
三
つ
の
権
限
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』

　
一
五
八
号
）
　
「
文
治
国
地
頭
の
存
在
形
態
」
（
『
柴
田
實
先
生
古
稀
記
念
日
本
文
化

　
史
論
叢
』
所
収
）
　
「
没
官
領
・
謀
叛
人
所
帯
跡
地
頭
の
成
立
」
（
『
史
林
』
第
五
八

　
巻
六
号
）

②
　
石
井
良
助
「
鎌
倉
時
代
の
裁
判
管
轄
」
（
『
法
学
協
会
雑
誌
』
五
七
巻
九
・
一
〇

　
号
、
一
九
三
九
年
）
　
八
八
　
一
｝
八
八
五
頁

③
佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
』
一
九
四
六
年
、
二
七
六
－
二
八
一
頁
。

④
佐
藤
・
池
内
編
『
中
世
法
調
史
料
集
』
第
一
巻
、
な
お
本
稿
の
御
成
敗
式
目
な

　
ら
び
に
式
厨
追
加
は
本
書
に
よ
る
。

4　（4）

一
　
九
州
地
頭
成
敗
権

　
文
治
二
年
六
月
、
国
地
頭
制
の
停
廃
地
域
か
ら
九
州
を
除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
源
頼
朝
は
こ
の
地
の
荘
園
・
公
領
に
対
し
て
、
特
殊
な
支

配
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
殊
な
支
配
権
と
は
史
料
上
の
用
語
を
か
り
る
と
、
頼
朝
の
九
州
地
頭
成
敗
権
と
で
も
称
す
る
の
が
も
っ

と
も
適
当
で
あ
る
。

　
文
治
五
年
に
、
薩
摩
国
日
置
庄
に
お
い
て
、
地
頭
大
江
家
綱
が
万
陽
房
腰
弁
と
争
い
を
お
こ
し
、
荘
内
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
ち
い
た
っ
た
と
き
、
時
の
鎮
西
奉
行
天
野
遠
景
が
発
し
た
同
年
七
月
一
九
日
の
下
文
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
九
州
地
頭
老
、
鎌
倉
殿
御
成
敗
也
、
何
不
レ
帯
篇
彼
御
下
知
↓
相
コ
語
神
人
↓
可
レ
追
コ
出
重
代
地
頭
一
哉

万
客
房
覚
弁
が
頼
朝
の
下
知
（
状
）
を
帯
び
ず
し
て
、
重
代
地
頭
大
江
家
綱
を
日
置
庄
か
ら
追
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
・
・

ろ
で
地
頭
家
綱
は
建
久
八
年
の
薩
摩
国
磐
田
帳
で
は
「
下
司
小
野
太
郎
家
彫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
重
代
の
地
頭
と
は
い
い
な
が
ら
彼
が
島
津

庄
内
に
数
多
い
伝
統
的
な
下
司
の
一
員
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
在
地
の
根
本
領
主
層
が
東
国
か
ら
下
向
し
た
島
津
氏
な

ど
の
惣
地
頭
に
対
し
て
、
鎌
倉
期
の
九
州
に
お
い
て
小
地
頭
と
い
わ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
先
学
の
諸
研
究
に
く
わ
し
い
と
こ
ろ

　
　
③

で
あ
る
。
あ
と
で
考
察
す
る
と
お
り
次
に
か
か
げ
る
島
津
庄
の
寄
郡
谷
山
郡
の
郡
司
↑
小
地
頭
）
谷
山
覚
信
（
代
教
信
）
の
発
言
は
、
惣
地
頭
島
津

氏
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
郡
司
睦
小
地
頭
の
側
の
主
張
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
九
州
に
お
け
る
地
頭
（
小
地
頭
）
の
性
格
を
適
確
に
さ
し
示
し

て
い
る
。
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④

　
於
二
国
領
一
者
、
以
昌
郡
司
｝
号
鼠
地
頭
輔
至
晶
荘
園
一
者
、
以
田
下
司
一
称
晶
地
頭
哨
所
謂
本
補
地
頭
是
也

　
九
州
以
外
の
地
域
で
、
国
領
で
は
郡
司
、
荘
園
で
は
下
司
を
も
っ
て
地
頭
と
称
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
補
地
頭
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
主
張

は
お
よ
そ
成
立
す
る
余
地
が
な
い
。
菓
国
に
つ
い
て
は
保
留
し
た
い
が
、
す
く
な
く
と
も
、
畿
内
近
国
（
西
国
）
三
七
ケ
国
で
は
郡
司
・
下
司
の

進
退
権
は
本
所
領
家
（
京
都
朝
廷
）
の
側
に
帰
属
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
所
職
と
鎌
倉
進
止
の
地
頭
（
没
官
領
・
謀
叛
人
跡
地
頭
）
と
の
区
別
は
明
確

　
　
　
⑤

で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
文
治
二
年
六
月
の
国
地
頭
の
停
廃
に
よ
っ
て
、
頼
朝
が
畿
内
近
国
三
七
ケ
国
に
お
け
る
地
頭
（
現
地
）
の
成

敗
権
を
原
則
的
に
放
棄
し
、
こ
れ
を
没
官
領
・
謀
叛
人
所
帯
跡
に
限
定
し
た
さ
い
、
九
州
で
は
右
の
よ
う
な
限
定
が
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
九
州
で
は
日
置
庄
下
司
家
綱
の
ご
と
き
根
本
領
主
層
、
す
な
わ
ち
国
領
・
荘
園
に
お
け
る
一
般
の
郡
司
職
や
下
司
職
が
頼
朝
の
成
敗

権
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
地
頭
職
と
い
う
の
は
そ
の
ま
ま
で
鎌
倉
幕
府
の
管
轄
を
意
味
し
た
か
、
そ
れ

で
な
く
て
も
幕
府
側
か
ら
本
所
領
家
に
避
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
原
則
に
て
ら
し
て
判
断
す
る
と
九
州
の
地
で
一
般
の
郡
司
職

や
下
司
職
が
同
時
に
ま
た
地
頭
（
小
地
頭
）
と
称
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
所
職
が
頼
朝
（
鎌
倉
）
の
成
敗
権
の
も
と
に
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
と
判
断
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
頼
朝
の
九
州
地
頭
成
敗
権
に
お
い
て
、
地
頭
と
い
う
の
は
さ
し
あ
た
っ
て
は
国
領
・
荘
園
の
根
本
領
主
層
－
下

司
職
・
郡
司
職
を
意
味
し
た
が
、
同
時
に
ま
た
こ
れ
ら
下
司
．
郡
司
の
も
と
に
帰
属
し
て
い
た
現
地
支
配
の
諸
権
限
一
当
蒔
の
用
語
で
い
う

と
庄
務
と
か
郡
務
な
ど
と
い
わ
れ
た
所
領
経
営
の
実
際
上
の
権
限
が
本
所
領
家
の
み
な
ら
ず
、
頼
朝
の
も
と
へ
も
帰
属
す
る
状
態
を
さ
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
頼
朝
の
九
州
地
頭
成
敗
権
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
事
情
の
一
端
を
島
津
庄
地
頭
聖
慮
忠
久
の
島
津
庄
へ
の
登
場

の
な
か
に
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
朝
）

㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
下
　
　
嶋
津
御
庄
官

　
　
可
下
早
任
昌
領
家
大
夫
三
位
家
下
文
状
嚇
以
昌
左
兵
衛
少
尉
惟
宗
忠
久
↓
為
晶
下
司
職
嚇
令
レ
致
中
庄
務
よ
事
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右
件
庄
下
司
職
、
任
昌
領
家
下
文
↓
以
篇
忠
久
一
週
晶
野
景
一
可
レ
令
レ
致
下
庄
務
一
之
状
、
如
レ
件
、
庄
官
宜
承
知
、
勿
昌
違
失
↓
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
元
暦
二
年
八
月
十
七
目

⑯
下
　
　
嶋
津
御
庄
官
等

　
　
可
下
早
任
晶
鎌
倉
御
下
文
状
↓
以
二
左
兵
衛
尉
惟
宗
忠
久
↓
為
晶
下
司
職
｛
致
巾
其
沙
汰
山
事

　
右
件
人
、
任
昌
鎌
倉
御
下
知
之
旨
の
宜
レ
為
昌
下
司
職
↓
可
レ
令
レ
致
二
庄
務
一
之
状
、
所
レ
野
曝
レ
件
、
帯
下

　
　
　
　
　
　
文
治
元
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
在
御
判
　
領
家
大
夫
三
位
家
下
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
朝
）

③
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
下
　
　
嶋
津
御
庄

　
　
可
レ
令
下
早
停
コ
止
勢
濫
行
的
従
二
地
頭
惟
宗
忠
久
下
知
一
安
」
堵
土
民
↓
致
中
御
年
貢
已
下
沙
汰
上
事

　
お
諸
国
諸
軍
地
頭
成
敗
之
条
者
、
鎌
倉
進
止
也
、
衡
件
職
、
先
日
以
昌
彼
忠
久
財
源
出
補
任
一
男
、
而
今
殿
下
依
叩
令
二
相
撃
一
塁
か
難
レ
離
日
領
家
之
定
↓
至
昌
干
忠

　
久
地
頭
之
職
王
禰
、
全
不
レ
可
レ
有
昌
相
違
↓
槌
令
レ
安
コ
堵
土
塗
両
無
下
塀
怠
↓
可
レ
令
レ
致
昌
御
年
貢
之
沙
汰
一
也
、
品
薄
、
為
昌
武
土
井
国
人
等
↓
恣
致
昌
自
由
之
濫

　
行
嚇
或
打
コ
妨
御
年
貢
輔
或
背
田
富
久
之
下
知
叫
毎
樹
令
晶
雷
撃
一
之
由
、
有
上
野
聞
輔
所
行
之
旨
、
尤
以
不
当
也
、
自
今
以
後
、
停
コ
止
彼
等
之
濫
行
｛
令
レ
安
ゴ

　
堵
住
人
嚇
不
レ
可
レ
違
凶
背
忠
久
沙
汰
一
之
状
如
件
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
　
　
　
文
治
二
年
四
月
羅
臼

右
の
三
通
は
心
々
忠
久
が
元
暦
二
年
か
ら
文
治
二
年
に
か
け
て
島
津
庄
下
司
か
ら
地
頭
に
補
任
さ
れ
て
い
っ
た
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

ま
ず
第
一
に
問
題
に
な
る
の
が
㈱
と
㈲
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
二
通
は
い
ず
れ
も
忠
久
を
島
津
庄
下
司
職
に
補
任
し
た
下
文
で
あ
る
が
、
㈹
は

摂
関
家
領
島
津
庄
の
領
家
大
夫
三
位
家
（
藤
原
成
子
）
の
下
文
を
う
け
て
、
元
暦
二
年
八
月
一
七
日
に
忠
久
を
島
津
庄
下
司
職
に
補
任
し
た
頼
朝

の
袖
判
下
文
で
あ
り
、
個
は
同
年
（
八
月
一
四
日
改
元
）
二
月
一
八
日
目
「
鎌
倉
御
下
文
状
」
に
任
せ
て
、
忠
久
を
同
じ
く
島
津
庄
下
司
職
に

補
任
し
た
領
家
大
夫
三
位
家
の
下
文
で
あ
る
。
㈲
㈲
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
島
津
庄
下
司
職
の
補
任
権
は
領
家
と
頼
朝
の
ど
ち
ら
に
帰
属
し
て
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い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
書
の
形
式
だ
け
か
ら
い
う
と
頼
朝
は
領
家
の
、
領
家
は
頼
朝
の
下
文
を
施
行
す
る
形
式
を
と
っ
て
お
り
こ
れ
は
い
ず

れ
と
も
い
い
難
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
以
来
の
こ
の
荘
園
の
歴
史
的
由
来
か
ら
す
る
な
ら
ば
㈲
の
領
家
下
文
に
本
来
の
下
司
補
任
権
が
存
し
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
荘
園
は
法
性
寺
関
白
忠
通
の
も
と
で
権
勢
を
ふ
る
い
、
後
に
平
清
盛
に
接
近
し
て
、
内
乱
前
夜
の
政
局
に
重
大
な
影

響
力
を
も
っ
た
五
条
大
納
言
藤
原
懐
妊
が
忠
通
の
依
嘱
を
う
け
て
領
家
と
し
て
管
轄
し
た
摂
関
家
領
諸
荘
園
の
筆
頭
で
あ
り
、
邦
画
の
残
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

そ
の
嫡
女
成
子
（
大
夫
三
位
局
、
六
条
院
乳
母
）
に
伝
領
さ
れ
て
い
た
。
平
家
一
門
滅
亡
の
時
点
で
、
島
津
庄
の
領
家
成
子
と
頼
朝
の
問
に
、
島
津

庄
下
司
職
に
惟
宗
忠
久
を
登
用
す
る
点
で
、
事
前
の
了
解
が
成
立
し
て
い
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
元
暦
二
年
八
月
の
㈹
の
頼
朝
袖
覇
下
文
は
平
家
滅
亡
直
後
に
お
け
る
鎮
西
の
荘
園
所
領
に
対
す
る
頼
朝
政
権
の
特

有
の
介
入
形
式
を
示
す
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
頼
朝
の
介
入
の
形
式
は
島
津
庄
下
司
職
の
頼
朝
と
領
家
と
に
よ
る
相
互
補
任
の

形
式
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
が
、
右
の
㈹
㈲
二
通
の
存
在
か
ら
み
て
、
島
津
庄
は
事
実
上
、
平
家
没
官
領
の
扱
い

を
う
け
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
下
司
補
任
権
が
鎌
倉
の
み
な
ら
ず
領
家
の
側
に
も
帰
属
し
て
い
る
事
実
は
、
こ
れ
が
没
宜
の
対
象
に

く
み
こ
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
建
久
図
田
帳
に
は
、
一
般
の
地
頭
職
と
没
官
領
地
頭
職
と
が
書
き
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
み
え
る
忠
久
の
島
津
庄
惣
地
頭
職
は
没
宮
領
地
頭
職
の
扱
い
を
う
け
て
い
な
い
。
詳
細
な
検
討
は
は
ぶ
く
が
、
こ
の
事
実
も
、
右
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
理
な
く
解
釈
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
問
題
は
⑥
で
あ
る
。
頼
朝
は
文
治
二
年
四
月
三
日
の
袖
判
下
文
③
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
朝
宗
忠
久
の
島
津
庄
地
頭
職
が
鎌
倉
殿

頼
朝
に
一
元
的
に
帰
属
す
る
事
実
を
公
言
し
た
。
こ
の
下
文
が
作
成
さ
れ
た
背
後
事
情
は
文
中
に
「
皇
紀
殿
下
依
下
墨
漏
憎
悪
一
給
ハ
難
レ
無
二
領
家

之
定
ハ
至
二
干
忠
久
地
頭
之
職
一
一
、
全
不
レ
可
レ
有
二
相
違
こ
と
あ
る
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。
文
治
二
年
三
月
、
近
衛
基
盤
に
か
わ
っ
て
九
条
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

実
が
摂
政
の
地
位
に
つ
き
、
殿
下
の
交
代
が
あ
っ
て
、
島
津
庄
領
家
大
夫
三
位
家
（
藤
原
成
子
）
の
地
位
が
不
安
定
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
領
家

大
夫
三
位
凝
議
成
子
は
近
衛
食
通
の
子
息
と
し
て
一
乗
院
へ
入
っ
た
實
信
の
乳
母
で
あ
り
、
や
が
て
彼
女
を
通
じ
て
島
津
庄
領
家
職
が
興
福
寺
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乗
院
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
後
代
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
導
通
・
実
信
父
子
を
通
じ
て
近
衛
家
と
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
成
子
の
領
家
職
が
本
家
基
通
の
失
脚
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
一
時
退
転
し
か
け
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
頼
朝
は
忠
久
の
島
津
庄
地
頭
職
が
た
と
え
領
家
職
に
い
か
な
る
交
代
が
お
こ
ろ
う
と
も
、
何
ら
変
更
を
こ
う
む
る
も
の
で
な
い
こ
と

を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態
が
到
来
し
た
理
由
を
頼
朝
は
「
諸
国
耳
介
地
頭
成
敗
之
条
者
、
鎌
倉
心
止
也
、
侃
件
職
、
先
日

以
二
彼
忠
久
一
令
二
補
任
一
畢
扁
と
述
べ
て
い
る
。
石
井
進
氏
は
石
母
田
正
氏
の
提
言
を
う
け
て
こ
の
文
言
に
い
う
頼
朝
の
権
限
を
地
頭
所
悩
の
補

任
権
を
ふ
く
ま
ぬ
、
よ
り
広
義
の
尋
沙
汰
成
敗
権
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
文
治
二
年
六
月
以
降
の
事
態
か
ら
の
推
断
を
と
も
な
う
そ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

読
み
方
に
は
な
に
が
し
か
の
無
理
が
と
も
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
さ
き
の
文
治
五
年
の
九
州
地
頭
成
敗
権
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
文
治
二
年
四

月
の
こ
れ
は
、
国
地
頭
制
下
に
お
け
る
頼
朝
の
諸
国
諸
庄
地
頭
成
敗
権
の
宣
雷
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
文
治
二
年
四
月
に
頼
朝
は
「
働
件
職
、
先
日
以
二
彼
忠
久
一
三
漏
補
任
一
畢
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
こ
こ
に
み
え
る
件
職
を
前
年
八
月
の
㈲

の
袖
判
下
文
に
よ
る
忠
久
の
下
司
職
補
任
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
文
治
元
年
一
一
月
末
の
国
地
頭
制
発
足
の
直
後

に
、
忠
久
を
あ
ら
た
め
て
地
頭
職
に
補
任
し
な
お
し
た
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
文
治
二
年
四
月
段
階
に
い
た
る
ま
で
、

島
津
庄
に
お
け
る
忠
久
の
地
位
が
本
家
領
家
の
交
替
に
よ
っ
て
無
効
に
な
る
可
能
性
が
実
際
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
す
で
に

地
頭
職
に
き
り
か
え
ら
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
実
質
上
、
領
家
・
鎌
倉
相
互
補
任
に
よ
る
前
年
の
下
司
職
と
大
差
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
だ

け
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
元
暦
二
年
（
文
治
元
）
八
月
－
一
一
月
段
階
の
領
家
・
鎌
倉
に
よ
る
下
司
職
の
相
互
補
任
形
式
か
ら
の
島

津
庄
地
頭
職
の
脱
却
は
文
治
元
年
一
一
月
の
国
地
頭
綱
を
へ
た
上
で
文
治
二
年
四
月
の
⑥
の
袖
判
下
文
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
た
と
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
元
暦
二
年
（
文
治
元
）
八
月
一
一
一
月
段
階
の
㈲
㈲
か
ら
、
文
治
二
年
四
月
の
◎
に
い
た
る
顧
朝
権
限
の
歴
史
的
性
格

に
は
あ
き
ら
か
に
一
つ
の
飛
躍
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
⑥
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
確
化
す
る
島
津
庄
下
司
・
地
頭
職
問
題
へ
の
領
家
方
介
入

権
の
否
定
は
右
に
み
た
よ
う
に
頼
朝
の
諸
国
諸
庄
地
頭
成
敗
権
の
主
張
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頼
朝
権
限
が
文
治
元
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鎮西地頭の成敗権（大山）

年
一
一
月
の
国
地
頭
綱
の
発
足
1
そ
の
も
と
で
頼
朝
は
諸
国
の
荘
公
に
わ
た
る
田
地
知
行
権
－
国
衙
勧
農
権
、
な
ら
び
に
地
頭
之
輩
進
退
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
一
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
は
や
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
諸
国
諸
庄
地
頭

成
敗
権
は
文
治
二
年
六
月
に
九
州
を
除
い
て
畿
内
近
国
三
七
ケ
国
で
放
棄
さ
れ
た
。
文
治
五
年
に
な
っ
て
天
野
遠
景
が
こ
れ
に
地
域
的
限
定
を

付
し
て
「
九
州
地
頭
者
、
鎌
倉
殿
御
成
敗
也
」
と
述
べ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
文
治
二
年
六
月
の
国
地
頭
制
停
廃
に
と
も
な
っ
て
、
後
に
論
及
す
る
よ
う
に
頼
朝
は
九
州
に
お
い
て
も
、
国
地
頭
の
称
を
廃
止
し
、
こ
れ
を

惣
追
捕
使
に
あ
ら
た
め
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
頼
朝
は
九
州
に
お
け
る
地
頭
成
敗
権
の
対
象
か
ら
国
衙
関
係
の
無
職

を
除
外
す
る
措
置
を
た
だ
ち
に
と
っ
て
い
る
。
国
地
頭
制
が
か
か
え
て
い
た
未
解
決
の
問
題
に
つ
い
て
の
新
た
な
措
置
で
あ
り
、
国
地
頭
制
の

大
き
な
修
正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頼
朝
は
同
年
閏
七
月
に
草
野
永
平
が
筑
後
国
の
在
国
司
・
押
領
使
両
職
へ
の
還
補
を
望
ん
だ
さ
い
帥
中
納

言
経
房
に
あ
て
て
次
の
よ
う
に
申
し
送
っ
て
い
る
。

　
平
家
背
晶
朝
威
一
企
品
謀
叛
｛
鎮
西
鼎
坐
大
略
錐
レ
相
コ
従
彼
逆
徒
硝
筑
後
国
住
人
草
野
太
夫
永
平
仰
昌
朝
威
｛
致
冊
立
弐
忠
一
詑
、
鋤
筑
後
国
在
国
司
・
押
領
使
両

　
職
、
為
轟
本
職
一
之
間
、
可
昌
知
行
一
之
論
難
レ
申
レ
之
、
如
レ
此
事
、
非
篇
頼
朝
成
敗
一
撃
、
御
奉
行
之
由
承
宇
宙
、
有
晶
御
奏
聞
司
可
レ
充
コ
給
永
平
一
種
、
藤
野
謹

　
言

　
　
　
　
　
（
文
治
二
）

　
　
　
　
　
　
閏
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頼
朝

　
　
　
　
　
進
上
　
帥
中
納
言
殿

つ
ま
り
、
草
野
永
平
は
ま
ず
頼
朝
に
対
し
て
、
筑
後
国
在
国
司
・
押
領
使
両
面
へ
の
還
補
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
頼
朝
は
こ
れ
を
「
如
レ
此

節
、
非
二
頼
朝
成
敗
一
旦
」
と
し
て
、
経
房
宛
に
王
朝
国
家
の
適
切
な
処
置
を
望
む
右
の
挙
状
を
送
付
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
、
筑
後
国
の

住
人
で
あ
る
草
野
永
平
が
こ
の
よ
う
な
国
衙
所
職
が
頼
朝
成
敗
の
外
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
を
も
っ
て
い
た
か

ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
、
閏
七
月
の
右
の
処
置
に
よ
っ
て
、
頼
朝
が
九
州
に
お
い
て
も
ま
た
国
衙
所
職
へ
の
直
接
介
入
は

こ
れ
を
行
わ
な
い
と
の
原
則
を
明
示
し
た
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
地
頭
停
廃
措
置
が
意
味
し
た
頼
朝
の
朝
務
・
国
務
不
介
入
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の
政
治
原
則
が
鎮
西
政
策
の
内
部
に
お
い
て
も
、
独
自
の
形
態
を
と
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
鎮
西
の
現
地
に
お
い
て
は
、
こ
の
当
時
頼
朝
の
権
限
と
王
朝
国
家
の
行
政
権
と
が
混
乱
を
ま
き
お
こ
し
て
い
た
。
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ば
肥
前
国
河
上
皇
典
離
職
は
文
治
二
年
五
月
二
四
日
院
庁
下
文
、
同
八
月
六
日
の
宰
府
下
文
に
よ
っ
て
僧
春
勝
の
相
伝
所
帯
と
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
高
木
大
夫
宗
家
は
鎌
倉
殿
か
ら
賜
っ
た
と
号
し
て
、
妨
害
を
続
け
た
た
め
、
春
勝
は
や
む
な
く
頼
朝
に
訴
え
、
そ
の
折
紙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

も
ら
っ
て
再
度
こ
れ
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
文
治
三
年
五
月
二
日
の
下
文
は
こ
の
間
の
事
情
を
「
右
件
職
者
、
去
年
宗
家
背
二
院
宣
次
第
証
文

等
ハ
自
一
一
鎌
倉
殿
｛
二
二
賜
金
由
引
馬
致
レ
妨
之
間
、
忘
勝
今
年
令
レ
言
引
上
子
細
於
鎌
倉
殿
一
之
処
、
不
レ
被
レ
成
一
一
宗
家
一
之
由
、
鳥
見
一
一
折
紙
ご
と

の
べ
、
か
く
し
て
「
最
下
早
目
依
鴇
院
宣
、
大
府
宜
理
ハ
且
任
二
二
風
師
折
紙
旨
ハ
三
豊
訓
止
高
木
大
夫
宗
家
虚
誕
郡
県
畠
庄
官
僧
実
写
一
如
レ
元
補
中

河
上
社
座
主
職
上
事
」
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　
頼
朝
の
筑
後
国
在
国
司
・
押
領
使
適
職
へ
の
不
介
入
の
宣
言
は
こ
の
よ
う
な
流
動
的
な
政
治
情
況
の
な
か
で
噛
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
摂
津

国
に
あ
て
ら
れ
た
文
治
三
年
九
月
一
三
日
の
北
条
時
政
奉
書
と
と
も
に
こ
れ
も
ま
た
国
地
頭
制
停
廃
下
に
お
け
る
頼
朝
の
対
国
衙
政
策
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
政
治
姿
勢
の
明
確
化
を
意
図
し
た
政
治
宣
雷
で
あ
っ
た
と
判
断
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
元
徳
元
年
一
〇
月
五
日
鎮
西
下
知
状
（
『
大
濤
本
古
文
書
島
津
家
文
書
之
一
』
、

　
以
下
た
ん
に
『
農
工
家
文
型
』
と
記
す
、
五
五
五
号
）

②
　
建
久
八
年
穴
月
日
薩
摩
国
図
斗
帳
写
（
『
島
津
家
文
書
之
一
』
　
一
六
四
号
）
　
に

　
「
口
固
庄
三
十
町
下
司
小
野
太
郎
家
綱
」
と
あ
る
。

③
　
永
原
慶
二
「
『
在
家
』
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
進
化
に
つ
い
て
」
（
問
『
日
本
封

　
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
所
収
）
安
田
元
久
「
西
国
の
惣
地
頭
に
つ
い
て
」
（
『
史

　
学
雑
誌
』
五
九
編
二
号
、
の
ち
同
『
地
頭
及
び
地
頭
領
主
制
の
研
究
』
所
収
）
工

　
藤
敬
一
「
九
州
の
小
地
頭
制
と
そ
の
所
領
」
（
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論

　
集
』
所
収
）
な
ど
、
な
お
拙
稿
「
地
頭
領
主
制
と
在
家
支
配
」
　
（
日
本
史
研
究
会

　
史
料
研
究
部
会
編
『
中
世
社
会
の
基
本
構
造
』
所
収
）
を
も
参
照
。

④
　
元
徳
二
年
一
一
月
日
谷
山
覚
信
代
教
信
重
申
状
（
九
州
史
料
叢
轡
『
薩
藩
旧
記

　
雑
録
』
前
編
巻
十
一
　
一
一
三
八
号
）

⑤
　
石
井
進
『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』
三
一
五
i
三
一
八
頁
、
石
母
田
正
「
文

　
治
二
年
の
守
護
地
頭
停
止
の
史
料
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
の
窓
』
三
号
）
二
四
一
二

　
五
頁
、
右
で
石
井
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
石
母
田
旋
の
ほ
か
に
内
田
実
、
上
横

　
手
雅
敬
両
氏
も
文
治
元
年
に
頼
朝
が
庄
郷
地
頭
に
関
し
て
得
た
権
限
は
、
平
家
没

　
官
領
・
謀
叛
人
跡
に
お
け
る
地
頭
補
任
・
成
敗
権
、
自
余
の
庄
公
に
お
け
る
地
頭

　
の
鞭
に
対
す
る
補
任
権
を
ふ
く
ま
ぬ
成
敗
権
で
あ
っ
た
と
す
る
。
私
は
後
述
す
る

　
よ
う
に
文
治
二
年
六
月
以
降
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
畿
内
近
国
三
七
ケ
国
に
お
い

　
て
地
頭
職
補
任
は
没
官
領
・
謀
叛
人
跡
に
限
定
さ
れ
た
が
、
東
顯
・
九
州
で
は
以

　
降
も
本
領
安
堵
の
地
頭
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

⑥
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
三
号
、
元
暦
二
年
は
八
月
一
四
日
に
文
治
の
改
元
が
あ
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つ
た
。
こ
れ
は
そ
の
三
日
後
で
あ
る
が
、
文
書
そ
の
も
の
に
疑
う
べ
き
点
は
な
い

　
と
判
断
す
る
。

⑦
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
二
九
八
号
。

⑧
『
島
津
家
文
書
之
一
』
五
号
。

⑨
簡
要
類
聚
紗
第
一
。

⑩
石
井
進
氏
は
島
津
庄
を
平
家
没
官
領
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
本
文
に
述
べ
た
よ

　
う
に
疑
問
で
あ
る
。
石
井
前
掲
書
三
一
七
頁
。

◎
　
基
通
か
ら
兼
実
へ
の
摂
政
・
氏
長
者
更
迭
の
事
情
に
つ
い
て
は
『
大
日
本
史
料
』

　
累
累
之
一
、
文
治
二
年
三
月
～
二
日
条
参
照
。

⑫
簡
要
類
聚
紗
第
一
。

⑬
　
石
井
進
前
掲
書
三
一
六
i
三
一
七
頁
、
石
母
田
正
「
鎌
倉
幕
府
一
国
地
頭
職
の

　
成
立
」
（
石
母
田
・
佐
藤
編
『
中
世
の
法
と
国
家
』
）
　
一
〇
八
一
一
一
一
頁
。
両
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
働
の
と
こ
ろ
で
、
文
脈
を
一
度
中
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
文
治
二
年
六
月
以
降
に
現
実
化
し
た
地
頭
職
補
任
の
原
則
に
よ
っ
て
、
本
文
を
解

　
釈
す
る
と
両
氏
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
私
見
で
は
こ
の
文
言
は
文
治

　
元
年
宋
か
ら
二
年
六
月
ま
で
の
事
態
を
示
す
と
み
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
注
5
参

　
照
。

⑭
　
拙
稿
「
文
治
國
地
頭
の
三
つ
の
権
限
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。

⑱
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
閏
七
月
二
日
条
、
な
お
同
八
月
六
日
条
を
も
参
照
。
石

　
井
進
氏
は
本
文
の
頼
朝
霞
状
、
文
治
　
二
年
（
一
一
八
七
）
九
月
コ
ニ
日
の
摂
津
国

　
に
関
す
る
北
条
時
政
奉
書
、
建
久
三
年
（
＝
九
二
）
正
月
一
九
目
の
周
防
簾
在

　
庁
官
尊
大
内
戦
弘
成
（
い
ず
れ
も
『
吾
妻
鏡
』
同
日
条
）
な
ど
の
例
か
ら
、
幕
府

　
の
国
衙
在
庁
進
退
権
が
補
任
・
改
易
権
を
ふ
く
ま
ぬ
よ
り
広
義
の
支
配
・
命
令
の

　
権
利
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
（
石
井
前
掲
書
一
八
0
1
一
八
二
頁
）
が
、
こ
れ
が
い

　
ず
れ
も
国
地
頭
停
廃
の
文
治
二
年
六
月
以
隆
の
史
料
で
あ
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。

⑬
「
河
上
神
社
文
書
」
九
六
号
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
登
第
一
巻
）

⑰
　
「
河
上
神
社
文
書
」
九
八
号
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編
第
一
巻
）

⑱
「
河
上
神
社
文
書
」
一
〇
一
号
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編
第
一
巻
）

⑲
暁
政
奉
書
に
つ
い
て
の
私
見
は
拙
著
『
鎌
倉
幕
府
』
（
小
掌
館
日
本
の
鷹
史
9
）

　
一
入
七
－
一
八
八
頁
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
不
介
入
と
い
う
の
は
王
朝
国
家
の
直

　
接
管
掌
権
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
頼
朝
が
意
見
表
明
を
行
わ
な
い
と

　
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

二
　
本
領
安
堵
地
頭
の
設
置

鎮西地頭の成敗権（大山）

鎮
西
奉
行
天
野
遠
景
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

石
井
進
・
瀬
野
精
一
郎
氏
の
詳
細
な
研
究
が
委
細
を
つ
く
し
て
い
る
が
、

最
近
、
義
江
彰
夫
氏
は
従
来

の
研
究
が
鎮
西
奉
行
で
あ
る
と
し
て
来
た
天
野
遠
景
が
、
九
州
全
域
を
管
轄
し
た
国
地
頭
（
九
国
地
頭
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

私
も
ま
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
、
私
な
り
に
、
元
暦
二
年
三
月
二
四
日
の
平
家
滅
亡
に
よ
る

頼
朝
の
九
州
接
収
策
の
一
端
を
天
野
遠
景
と
そ
れ
に
先
だ
つ
千
葉
介
常
胤
を
通
し
て
み
て
お
き
た
い
。
こ
れ
が
九
国
地
頭
成
敗
権
と
密
接
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
㈲
　
千
葉
介
常
胤
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元
暦
二
年
三
月
の
平
家
減
亡
直
後
に
お
け
る
頼
朝
の
鎮
西
政
策
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
石
井
顧
慮
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
置
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

文
書
」
所
収
の
断
簡
が
示
す
三
通
の
文
書
を
あ
げ
る
こ
と
が
毘
来
る
。

　
　
一
通
正
　
鎮
西
守
護
人
千
葉
介
外
題
元
暦
二
年
五
月
降

　
　
状
云
、
《
如
昌
解
状
一
者
、
証
文
等
明
白
也
、
任
昌
相
伝
一
令
昌
領
掌
之
一
》
云
々

　
　
一
通
正
　
大
宰
府
下
文
同
年
六
月
五
日

　
　
状
云
、
　
《
下
　
大
隅
国
選
掌
、
可
丁
任
昌
相
伝
】
領
掌
上
藤
原
重
広
・
重
信
訴
申
弥
寝
院
南
蒲
田
鼠
山
野
等
事
、
副
下
先
証
文
等
、
右
彼
解
状
偲
、
　
『
右
件
南

　
　
俣
者
、
重
信
之
伯
父
藤
原
高
平
水
脹
相
伝
文
書
皿
盛
島
領
知
一
之
闘
、
為
昌
在
庁
清
房
・
近
清
等
↓
巧
昌
無
道
一
揃
高
平
丼
舎
兄
重
妙
姫
鶴
親
等
令
昌
殺
害
一
畢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賜
力
）

　
　
髪
重
弘
勒
晶
由
緒
一
令
門
訴
申
一
累
日
、
任
晶
道
理
一
可
昌
領
掌
一
之
由
、
重
野
臨
御
下
文
↓
印
影
領
知
一
之
処
、
伺
呂
重
弘
・
重
信
京
上
之
隙
丙
件
清
房
指
不
レ
蒙
晶
上

　
　
宣
一
令
昌
押
領
知
嚇
彼
清
房
者
、
平
家
之
与
力
之
人
麗
嶋
郡
司
有
平
止
令
昌
同
意
一
天
、
宣
旨
之
御
使
時
事
於
散
々
止
射
動
、
又
其
従
類
等
切
レ
頸
畢
、
傍
時
遠
、

　
　
清
房
於
搦
取
天
切
レ
頸
畢
、
重
信
者
源
家
之
御
方
也
、
難
レ
無
昌
縦
文
書
口
蓋
無
二
差
別
一
撃
、
於
一
一
干
今
一
者
、
藩
論
昌
相
論
輩
軸
何
況
有
晶
証
文
限
↓
重
賜
晶
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
力
）

　
　
下
文
一
者
、
弥
存
昌
正
理
之
貴
嚇
猶
仰
呂
旧
理
之
事
事
↓
勿
勒
レ
状
言
上
如
レ
件
、
以
下
』
者
、
如
呂
解
状
一
巻
、
証
文
等
明
白
也
、
任
昌
相
伝
一
上
町
領
掌
一
状
如
レ

　
　
件
》
云
々

　
　
一
通
｝
止
　
　
国
施
行
同
猛
牛
六
月
臼

　
　
状
云
、
《
下
　
大
隅
国
雑
掌
、
可
下
任
昌
相
伝
｝
領
掌
上
藤
原
重
弘
・
霊
信
等
（
以
下
欠
）
》

す
な
わ
ち
右
の
三
通
は
元
暦
二
年
五
月
一
六
月
段
階
で
大
隅
国
称
寝
院
南
俣
の
田
畠
山
野
等
が
「
源
家
之
御
方
」
で
あ
る
藤
原
重
弘
・
重
信
両

人
に
対
し
て
安
堵
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
こ
に
頼
朝
の
部
将
千
葉
介
常
胤
の
外
題
安
堵
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
千
葉

介
常
胤
の
外
題
が
付
せ
ら
れ
た
と
い
う
解
状
は
同
年
六
月
五
日
大
宰
府
下
文
が
引
用
す
る
重
弘
・
重
信
両
人
の
解
状
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

ま
た
千
葉
介
外
題
に
付
せ
ら
れ
た
一
7
5
暦
二
年
五
月
日
の
日
付
は
外
題
そ
の
も
の
の
日
付
と
み
る
よ
り
、
他
の
例
か
ら
お
し
て
、
右
の
解
状
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

付
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
を
勘
案
し
な
が
ら
両
人
所
領
の
安
堵
手
続
き
を
復
原
す
る
と
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
元
暦
二
年
五
月
日
重
弘
・
重
信
解
状
↓
②
鎮
西
守
護
人
語
葉
介
常
胤
外
題
安
堵
↓
③
同
年
六
月
五
日
大
宰
府
安
堵
下
文
↓
ω
同
六
月
日
大
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隅
国
施
行

ω
に
付
し
た
日
付
が
あ
る
い
は
②
の
日
付
だ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
㈲
の
下
文
が
文
書
の
伝
達
形
式
上
②
の
千
葉
介
の
外
題
安
堵
を
直
接
う

け
て
い
た
か
ど
う
か
多
少
の
疑
念
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
乱
直
後
と
い
う
一
般
情
況
を
考
え
て
も
、
ま
た
源
氏
の
味
方
を
登
用
し
て
い

る
文
書
の
内
容
か
ら
み
て
も
③
の
大
宰
府
下
文
が
実
質
上
②
の
千
葉
介
常
胤
の
意
向
を
う
け
て
出
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
を
残
さ
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
平
家
滅
亡
直
後
の
段
階
で
、
千
葉
介
常
胤
は
大
宰
府
管
内
の
大
隅
国
祢
寝
業
の
所
領
に
つ
い
て
、
当
事
老
の
解
状
を
う
け
て
、

実
質
上
大
宰
．
府
の
裁
定
を
左
右
す
る
よ
う
な
外
題
安
堵
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
相
論
文
書
が
こ
の
よ
う
な
常
胤
の
任
務
を
「
鎮
西
守
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

人
」
と
呼
ん
だ
よ
う
な
役
割
り
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
千
葉
介
常
胤
の
時
期
の
鎮
西
現
地
の
幕
府
側
統
轄
老
は
源
範
頼
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
代
っ
て
、
同
年
七
月
二
八
日
以
降
鎌
倉
殿
御
使
中
原

久
経
・
藤
原
国
平
両
人
が
院
庁
下
文
を
え
て
鎮
西
に
下
向
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
院
庁
下
文
は
「
謀
叛
之
餐
追
討
之
後
、
諸
国
諸
庄
、

任
レ
旧
国
司
領
家
可
二
知
行
㎜
之
処
、
面
々
武
士
各
々
押
領
、
不
レ
能
鵡
成
敗
一
之
由
、
依
レ
有
二
逸
聞
（
国
司
行
二
国
務
ハ
庄
家
行
淵
叢
務
肉
南
停
職
止
新

高
一
面
レ
守
二
先
規
一
之
由
」
を
命
じ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
鎮
西
諸
国
里
庄
の
国
司
・
領
家
に
よ
る
知
行
の
原
則
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
同
年
一
一

月
、
鎮
西
の
調
庸
租
税
年
貢
雑
物
の
沙
汰
を
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
九
国
地
頭
源
義
経
が
没
落
し
た
あ
と
に
天
野
遠
景
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
㈲
　
天
野
遠
景

　
近
年
、
そ
の
特
異
な
記
述
に
よ
っ
て
注
冒
を
あ
び
つ
つ
あ
る
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
は
天
野
遠
景
が
文
治
年
間
に
「
鎮
西
九
国
之
地
頭
」
と

し
て
現
地
へ
下
向
し
た
と
い
う
注
目
す
べ
き
記
述
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
野
遠
策
）

　
今
ノ
平
家
滅
給
テ
後
、
文
治
之
比
、
伊
豆
藤
内
補
二
鎮
西
九
国
之
地
頭
一
下
リ
タ
ル
ケ
ル
ニ
、
其
郎
従
ノ
中
一
二
人
下
郎
、
無
法
二
安
楽
寿
へ
乱
レ
入
テ
、
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
廟
ノ
梅
ヲ
切
テ
宿
所
へ
持
行
テ
薪
ト
ス

伊
豆
藤
内
天
野
遠
景
が
九
国
の
国
地
頭
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
最
近
の
義
江
彰
夫
氏
の
説
で
あ
る
が
、
右
の
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
記
述
は
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義
江
説
と
の
関
連
に
お
い
て
も
見
逃
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
私
も
義
江
氏
と
同
様
、
従
来
の
研
究
が
も
っ
ぱ
ら
鎮

西
奉
行
と
し
て
追
求
し
て
来
た
遠
景
の
実
像
は
、
こ
れ
を
国
地
頭
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
性
格
が
か
な
り
明

確
に
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
石
井
進
氏
の
研
究
以
来
、
鎮
西
現
地
へ
下
向
し
た
天
野
遠
景
の
現
地
支
配
の
た
め
の
下
文
形
式
の
文
書
が
現
在
ま
で
文
治
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

六
月
か
ら
同
五
年
七
月
に
か
け
て
七
通
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
い
ま
年
代
順
に
こ
れ
を
記
す
と
、
㈹
文
治
二
年
六
月
二
七
日
下
文
（
上
妻
文
書
）
、

㈲
同
二
年
九
月
二
七
日
下
文
（
龍
造
寺
文
書
）
、
⑥
同
三
年
六
月
一
七
日
下
文
（
曾
根
崎
元
一
文
書
）
、
⑧
同
三
年
一
〇
月
七
日
下
文
（
字
佐
到
津
文
書
）
、

③
同
三
年
一
二
月
三
日
下
文
（
平
河
文
書
）
、
㈲
同
四
年
三
月
一
三
日
下
文
（
肥
前
国
分
寺
文
書
）
、
㈲
同
五
年
七
月
一
九
日
下
文
（
島
津
象
文
書
）
と
な

る
。
こ
の
七
通
は
以
下
に
み
る
よ
う
に
四
類
型
に
わ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
四
類
型
は
遠
景
の
権
限
を
基
準
に
し
て
、
鎮
西
に
お
け

る
鎌
倉
初
期
の
幕
府
関
係
文
書
群
を
理
解
す
る
上
で
一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
順
番
に
検
討
し
な
が
ら

遠
景
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
た
頼
朝
の
鎮
西
政
策
を
み
て
み
た
い
。
第
一
型
に
属
す
る
の
は
右
の
う
ち
㈲
㈲
◎
㈲
で
あ
り
、
第
二
型
が
㈲
、
第
三

型
が
⑪
、
第
四
型
が
⑥
で
あ
る
。

　
　
〔
第
一
型
式
〕

　
第
一
型
式
の
基
本
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

王4（14）

下
某
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
可
下
任
昌
鎌
倉
殿
御
下
文
旨
一
：
…
ふ
…
…
事

右
、
去
某
月
某
日
御
下
文
、
某
月
某
日
到
来
傅
、
…
…

…
…
者
、
任
二
御
下
文
旨
輔
可
レ
令
　
知
行
一
之
状
如
レ
件

　
文
治
某
年
某
月
某
臼
　
　
大
典
大
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
監
惟
宗
朝
臣
在
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
花
判
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こ
の
型
式
の
遠
景
下
文
は
二
人
の
大
宰
府
官
を
従
え
た
遠
景
が
鎌
倉
殿
頼
朝
の
命
令
を
そ
の
ま
ま
現
地
へ
伝
達
す
る
形
式
の
も
の
で
、
そ
こ

に
は
鎌
倉
か
ら
到
来
し
た
下
文
が
発
給
さ
れ
た
日
付
、
鎮
西
へ
到
来
し
た
日
付
、
さ
ら
に
下
文
文
言
の
引
用
が
あ
る
。
こ
の
型
式
で
み
る
か
ぎ

り
、
遠
景
は
頼
朝
の
命
令
を
現
地
へ
機
械
的
に
伝
達
す
る
の
み
で
、
こ
こ
に
は
遠
景
自
身
の
独
自
な
判
断
が
入
り
こ
む
余
地
は
な
い
。
遠
景
は

頼
朝
の
命
令
の
律
義
で
忠
実
な
執
行
官
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
こ
の
型
式
で
執
行
さ
れ
た
頼
朝
の
命
令
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
か
か
げ
る
遠
景
下
文
の
う
ち
《
》
で
く
く
っ

た
鎌
倉
殿
下
文
の
文
言
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の
事
情
を
検
討
し
た
い
。

（
下
脱
V

㈹
□
　
藤
原
家
宗

　
　
（
可
力
）

　
　
□
下
任
二
鎌
倉
殿
御
下
文
旨
鱒
令
中
知
行
上
所
領
等
事

　
　
　
今
弘
光
友
地
久
志
B
豊
稲
多
久
万
田
北
田
境
田
岩
崎
目
黒
高
下
庄
内
高
尾
郷
久
万
天
年
国
分
□
々
木

　
　
　
副
下
　
彼
御
下
文

　
（
右
去
五
力
）

　
□
口
臼
月
六
日
御
下
文
同
六
月
自
中
隔
到
来
俗
、
《
右
件
拾
弐
箇
所
者
、
家
宗
為
同
地
頭
職
一
令
二
知
行
一
之
芸
所
レ
申
也
、
令
レ
知
コ
行
轡
型
↓
於
＃
有
限
官
物
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
）

　
事
一
者
、
任
昌
先
例
一
□
晶
慨
台
坐
可
レ
弁
コ
進
本
所
一
之
状
如
レ
件
、
以
下
》
老
、
任
晶
御
下
詔
旨
↓
可
レ
令
昌
知
行
一
之
状
如
レ
件
、

　
　
　
　
　
　
　
文
治
二
年
六
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
典
大
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
監
惟
宗
朝
臣
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
在
判

⑧
下
　
肥
前
国
小
津
東
郷
内
龍
造
寺
村
田
畠
住
人

　
　
可
下
任
晶
鎌
倉
殿
御
下
文
旨
一
以
二
藤
原
季
家
一
為
巾
地
頭
占
事

　
右
、
去
八
月
九
日
御
下
文
今
日
到
来
傅
、
《
件
所
老
、
依
昌
相
伝
之
由
緒
↓
給
晶
府
宣
一
令
昌
沙
汰
一
之
処
、
為
昌
神
埼
郡
住
人
海
六
大
夫
重
実
一
被
レ
妨
之
云
々
、

　
愛
季
家
者
不
レ
潟
湖
平
家
之
謀
反
↓
二
一
朝
威
一
致
昌
忠
勤
【
畢
、
重
実
者
為
品
平
家
方
人
｛
帯
説
晶
謀
反
↓
已
重
科
也
、
就
レ
中
不
レ
入
山
鎌
倉
殿
見
参
一
之
条
、
是
則
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心
中
猶
思
昌
平
家
彫
徒
事
一
故
敷
、
結
構
之
旨
筆
談
奇
惟
也
、
尊
者
、
永
停
コ
止
重
実
之
妨
嚇
辞
職
墨
家
一
可
レ
令
レ
為
昌
地
頭
職
嚇
但
於
義
挙
限
年
貢
所
画
一
者
、

用
晶
本
所
之
下
知
嚇
任
昌
先
例
一
無
晶
僻
怠
↓
可
レ
致
昌
至
宝
蝸
書
状
如
レ
件
、
以
下
》
者
、
任
晶
御
下
文
之
旨
輔
可
レ
為
昌
地
頭
一
之
状
如
レ
件

　
　
　
　
　
　
　
文
治
二
年
九
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
丞
中
原
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
監
惟
宗
朝
臣
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
在
判

⑥
下
　
平
通
隆

　
　
可
丁
任
晶
鎌
倉
殿
御
下
文
嚇
停
コ
止
備
後
権
守
高
経
非
論
輔
為
晶
地
頭
一
転
ゆ
知
行
上
肥
前
国
基
騨
郡
内
曾
根
崎
井
堺
別
府
行
武
騙
事

　
右
、
去
五
月
九
日
御
下
文
今
日
到
来
儒
、
《
分
霊
所
々
高
密
与
昌
通
隆
一
依
レ
致
昌
登
降
↓
勘
コ
決
両
方
理
非
一
之
処
、
通
隆
白
金
昌
道
理
↓
早
為
昌
地
頭
一
可
レ
令
昌
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
堵
↓
倶
於
晶
有
限
所
妾
年
貢
一
蓋
、
従
呂
本
所
之
下
知
｛
華
氏
先
例
↓
可
レ
致
昴
其
沙
汰
↓
抑
此
所
々
為
旧
型
家
領
一
之
由
、
載
昌
通
隆
之
証
文
肉
宜
懸
者
擬
晶
没
官
一

　
可
レ
濡
鼠
進
止
一
之
野
禽
レ
件
、
住
人
等
宜
承
知
、
依
レ
件
用
レ
之
、
以
下
》
者
、
任
昌
御
下
文
一
停
コ
甲
高
経
之
非
論
↓
為
＝
地
頭
一
可
レ
令
二
知
行
一
之
状
如
レ
件

　
　
　
　
　
　
　
　
文
治
三
年
六
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
血
ハ
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
監
惟
宗
朝
臣
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
在
判

㈹
下
　
肥
前
国
々
分
毒
住
人

　
　
可
雫
任
昌
鎌
倉
殿
御
下
文
旨
嚇
以
昌
藤
原
季
永
」
為
申
当
寺
地
頭
職
上
事

　
右
、
文
治
三
年
九
月
十
六
日
御
下
文
章
日
到
来
偲
《
補
任
　
地
頭
職
事
、
藤
原
季
永
、
右
件
職
当
時
無
晶
相
違
一
云
々
、
早
旦
レ
令
レ
執
凶
行
彼
職
↓
但
於
晶
有
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
預
）

　
年
貢
雑
事
一
者
、
随
晶
領
家
豊
山
之
進
止
↓
任
昌
先
例
一
可
レ
令
昌
勤
仕
一
之
状
如
レ
件
、
以
下
》
者
、
墨
入
鎌
倉
殿
御
下
文
旨
一
可
レ
驚
風
地
頭
職
一
之
状
勢
レ
件

　
　
　
　
　
　
　
　
文
治
四
年
三
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
典
中
原
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
監
惟
宗
朝
臣
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
（
花
押
影
）

16　（16）



鎮西地頭の成敗権（大山）

右
の
㈲
⑯
◎
㈹
四
通
で
示
し
た
鎌
倉
殿
下
文
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。

ω
右
は
所
領
鳶
職
の
安
堵
な
い
し
補
任
で
あ
る
が
、
そ
の
怨
声
は
い
ず
れ
も
地
頭
な
い
し
地
頭
職
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

②
　
右
の
地
頭
職
は
い
ず
れ
も
本
領
安
堵
の
地
頭
職
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
㈲
は
こ
れ
を
も
っ
と
も
明
瞭
に
示
し
て
お
り
、
地
頭
藤
原

　
季
家
は
「
依
二
相
伝
之
由
緒
ハ
給
二
府
宣
甲
案
“
一
沙
汰
こ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
㈲
は
鎌
倉
殿
下
文
が
「
家
宗
為
二
地
頭
職
㎝
令
二

　
知
行
一
之
由
、
所
レ
申
也
」
と
述
べ
て
お
り
、
家
宗
自
身
が
地
頭
職
と
し
て
現
に
知
行
し
て
い
る
と
主
張
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
㈲
も
同
様

　
で
あ
っ
て
、
　
「
件
職
、
当
時
無
二
相
違
一
云
々
」
と
い
う
文
言
は
こ
こ
が
藤
原
季
永
の
本
領
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

　
に
⑥
は
備
後
権
守
高
経
の
非
論
を
し
り
ぞ
け
て
、
平
通
隆
を
地
頭
に
安
堵
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
が
通
隆
の
本
領
で
あ
っ

　
た
こ
と
は
他
の
事
例
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
通
常
提
出
の
証
文
に
よ
る
と
こ
こ
は
平
家
領
だ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
通
隆
は

　
こ
れ
を
没
官
領
に
擬
し
て
進
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
平
家
の
時
代
に
高
経
が
こ
こ
を
領
有
し
て
お
り
、
こ
れ
が
没
官
さ
れ
て
あ
ら

　
た
め
て
平
通
隆
に
給
与
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
彼
は
本
領
安
堵
の
没
官
領
地
頭
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

③
　
さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
い
ず
れ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
「
本
所
之
下
知
」
　
「
領
家
預
所
之
進
止
」
に
従
っ
て
「
有
限
官
物
雑
事
」
　
「
有

　
限
年
貢
雑
事
」
を
本
所
、
領
家
へ
納
入
す
べ
き
こ
と
を
頼
朝
が
命
じ
た
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
頼
朝
政
権
下
に
お
け
る
本
領
安
堵
地
頭
の
対

　
荘
園
領
主
関
係
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
最
後
に
地
頭
職
安
堵
が
行
わ
れ
た
事
情
で
あ
る
が
、
一
二
世
紀
末
の
内
乱
情
況
を
反
映
し
て
、
所
領
を
め
ぐ
る
深
刻
な
係
争
が
背
景
に

　
な
っ
た
事
例
が
多
い
。
⑧
の
神
埼
郡
住
人
海
六
大
夫
重
実
、
◎
の
備
後
権
守
高
堂
の
両
人
は
い
ず
れ
も
右
の
抗
争
に
敗
れ
た
側
と
し
て
名

　
を
と
ど
め
て
い
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
第
一
形
式
に
よ
る
鎌
倉
殿
下
文
↓
遠
景
施
行
（
下
文
）
に
み
え
る
も
の
は
、
文
治
年
問
の
鎮
西
に
お
け
る
本
領
安
堵
の
地

頭
職
設
定
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
領
安
堵
地
頭
職
は
平
家
一
門
の
劇
的
な
没
落
に
と
も
な
う
在
地
豪
族
間
の
係
争
を
背
景
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に
し
て
本
領
主
の
申
講
に
も
と
ず
い
て
設
置
さ
れ
た
例
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
存
の
遠
景
下
文
第
一
型
式
か
ら
知
り
う
る
と
こ
ろ
の
右
の
よ
う
な
分
析
結
果
は
『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
鎮
西
宇
佐
宮
神
官
井
御
家
人
等
多
温
浴
三
品
御
恩
↓
或
新
給
、
或
本
領
云
々
、
伽
其
所
々
可
レ
令
レ
施
引
行
彼
輩
」
短
篇
、
所
レ
被
レ
仰
臥
遣
遠
景
之
許
一
也
（
文
治

　
三
年
二
月
二
〇
日
条
）

　
鎮
西
守
護
人
天
野
藤
内
遠
景
申
事
、
浴
二
恩
沢
一
当
所
住
人
等
事
、
任
昌
御
下
文
之
旨
｛
去
八
月
十
八
日
加
晶
施
行
一
樹
云
々
（
文
治
三
年
二
月
五
日
条
）

宇
佐
宮
の
神
官
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
頼
朝
の
御
恩
に
浴
し
た
御
家
人
等
が
「
当
所
住
人
等
」
口
鎮
西
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
安

堵
の
対
象
に
な
っ
た
所
領
が
漁
期
も
あ
り
本
領
も
存
し
た
こ
と
、
遠
景
が
こ
れ
を
施
行
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
　
『
吾
妻
鏡
』
に
明
記
さ
れ

て
は
い
な
い
が
、
こ
の
と
き
の
所
命
が
多
く
地
頭
職
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
右
の
分
析
に
て
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
で
に

瀬
野
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
頼
朝
は
遠
景
を
通
し
て
鎮
西
に
お
け
る
本
領
安
堵
地
頭
の
創
設
を
文
治
年
下
に
強
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ

⑧
る
。　

な
お
遠
景
施
行
の
明
徴
を
か
く
と
は
い
え
、
右
に
あ
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
鎮
西
に
お
け
る
本
領
安
堵
地
頭
を
い
く
つ
か
ひ
ろ
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
述
べ
た
も
の
を
ふ
く
め
て
、
こ
う
し
た
本
領
安
堵
地
頭
の
事
例
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。

①
文
治
・
・
－
…
一
（
田
部
太
子
）

②
〃
2
・
5
・
6
藤
原
家
宗

⑧
〃
・
・
5
・
・
一
吉
田
家
職

④
〃
・
・
8
・
1
藤
原
宗
家

　
　
　
所

豊
前
国
吉
富
源
冨
多
布
原
村

　
　
出
　
　
　
　
　
典

一
末
久
文
資
縫
・
…
％
）

（
筑
後
）
今
弘
・
光
友
・
地
久
志
部
・
豊
潤
・
多
久
万

田
・
北
田
・
境
田
・
岩
崎
□
・
瀬
高
下
庄
内
高
尾
郷

・
久
万
天
年
・
国
分
・
□
々
木

（
筑
後
・
上
要
庄
内
）
蒲
原
・
次
郎
丸

上
妻
文
書
　
⑳
一
一
九
号

一
謡
文
書
⑨
八
喜

肥
前
国
深
溝
北
郷
内
甘
南
島
峯

高
城
寺
文
書
　
②
一
五
一
号
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鎮西地頭の成敗権（大山）

⑤
ク
2
・
8
・
9

⑥
〃
3
・
3
・
1
3

＠1＠

〃
　
3
・
5
・
9

”
3
辱
9
・
1
6

⑨
〃
4
・
3
・
8

（
建
久
3
・
5
・
7
）

⑩
建
久
3
・
6
・
2

⑪
建
久
4
・
6
・
1
9

⑫
〃
7
・
7
・
1
2

⑬
〃
8
・
1
1
・
7 膝

原
季
家

平
　
　
通

肥
前
圏
小
津
東
郷
内
争
造
寺
村

大
隅
国
禰
寝
院
南
俣
院

隆

肥
前
国
日
韓
郡
内
曾
禰
崎
井
堺
別
府
行
武
名

藤
原
季
永
一
昔
前
圏
分
寺

松
浦
　
　
連

〃

山
　
代
　
　
囲

上
妻
家
宗

尋

覚

肥
前
国
宇
野
御
厨
内
小
値
賀
嶋

〃

（
関
東
御
教
轡
）

（
肥
前
）
宇
野
御
厨
内
山
代
田

（
上
妻
庄
内
）
今
弘
・
光
友
・
地
久
志
部
・
豊
稲
・
多

久
万
田
・
久
米
・
北
田
境
田
七
ケ
所

｝（

?
前
）
露
御
寓
小
堂
嶋

（
吉
田
）
家

豊
（
筑
後
）
蒲
原

竜
造
寺
家
文
書
　
②
一
七
九
碧

禰
寝
文
書
　
3
9
号
②
三
四
〇
〇
号

曾
禰
崎
元
一
文
書
　
②
二
四
〇
号

国
分
寺
文
書
　
⑳
三
一
入
眼

青
方
文
書
　
㊥
四
五
号

〃

山
代
文
書
　
建
久
3
・
6
・
2

上
妻
文
書
　
⑤
一
八
号

青
墨
文
書
　
㊥
三
号

室
園
文
書
　
②
六
九
九
八
号

　
　
備
考
　
②
⑤
⑦
⑧
は
遠
景
施
行
あ
り
。
②
は
『
鎌
倉
遺
文
』
、
⑨
は
『
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
』
上
を
示
す
。

　
　
〔
第
二
型
式
〕

　
第
二
型
式
は
第
一
型
の
変
型
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
第
一
型
の
鎌
倉
殿
下
文
が
平
盛
時
奉
書
（
頼
朝
御
教
書
）
に
入
れ
変
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
存
の
も
の
と
し
て
は
弘
安
六
年
七
月
三
日
関
東
下
知
状
案
に
引
用
さ
れ
た
文
治
三
年
一
二
月
置
臼
の
遠
景
下
文
働
が
唯
一
の
残
存
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）

　
　
髪
如
下
良
貞
等
所
進
、
遣
レ
干
昌
遠
景
一
盛
時
六
月
十
六
日
付
文
治
三
年
奉
書
雪
上
者
《
平
河
三
郎
師
高
謀
反
、
勝
晶
他
人
一
之
由
有
昌
其
聞
納
警
報
冤
罪
程
、
給
レ
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
）

　
　
天
所
顎
下
遣
一
也
、
早
可
昌
安
堵
一
之
由
、
可
昌
下
知
一
也
》
云
々
所
詮
、
如
菖
同
所
進
遠
景
同
年
十
二
月
読
響
一
層
、
《
下
　
球
磨
御
領
、
川
下
早
任
昌
御
教
書
嚇
被
レ

　
安
劇
堵
平
河
三
郎
身
上
事
、
右
去
六
月
十
六
日
御
教
書
今
月
三
日
到
来
、
子
細
云
々
者
、
昇
任
レ
状
如
レ
本
可
レ
令
晶
安
堵
一
》
云
々
所
詮

右
の
う
ち
（
イ
）
の
《
　
》
の
文
章
は
文
治
三
年
六
月
一
六
日
の
遠
景
宛
盛
時
奉
書
の
文
言
の
引
用
で
あ
り
、
ま
た
（
ロ
）
の
《
　
》
は
こ
れ

を
う
け
た
同
年
一
二
月
三
日
の
遠
景
の
施
行
、
す
な
わ
ち
㈲
の
文
言
で
あ
る
。
こ
の
二
通
の
文
書
か
ら
し
て
第
二
型
式
の
遠
景
下
文
は
ほ
ぼ
次
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の
ご
と
く
復
原
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

下
　
某

　
可
丁
早
任
昌
御
教
書
…
…
上
…
…
事

右
、
去
某
月
某
日
御
教
書
某
月
某
日
到
来
懸
…
－

者
、
早
任
レ
状
、
如
レ
本
可
レ
令
二
安
堵
∴
之
状
如
レ
囲

妄
治
葦
斉
苦

大
典
大
原

大
監
惟
宗
朝
照
在
判

藤
原
在
判

20　（20）

右
の
う
ち
［
目
ロ
ロ
内
は
便
宜
上
、
第
一
型
を
参
照
し
な
が
ら
こ
れ
を
お
ぎ
な
ら
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
さ
て
、
第
二
型
式
の
唯
一
の
残
存
例
㈲
の
盛
時
奉
書
↓
遠
景
施
行
の
内
容
は
肥
後
国
球
磨
御
領
に
お
け
る
平
河
三
郎
師
高
（
隆
）
の
身
を
安
堵

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
脚
高
は
諜
反
の
嫌
疑
が
は
れ
て
暇
を
給
っ
た
と
あ
る
。
「
給
レ
暇
天
所
出
下
愚
一
也
」
と
あ
る
か
ら
に
は
節
高
が
身

柄
を
拘
束
さ
れ
た
う
え
、
お
そ
ら
く
は
鎌
倉
で
取
調
べ
を
う
け
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
弘
安
年
算
の
争
い
は
右
の
安
堵
が
所
領
安
堵
を
意
味
し
た
か
否
か
の
相
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
師
高
の
系
譜
に
つ
な
が
る
平

河
道
照
は
働
の
盛
時
奉
書
・
遠
景
下
文
を
副
進
文
書
と
し
て
提
出
し
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　
副
鞠

　
　
　
一
通
　
右
大
将
家
御
下
文
鰍
齢
礁
縫
賄
鑑
ハ
翻
一
纂

　
　
　
一
通
　
遠
景
施
行
状
同
年
＋
二
月
三
日
，
一

平
河
道
照
は
盛
時
奉
書
、
（
頼
朝
御
教
書
）
を
本
領
安
堵
の
下
文
で
あ
る
と
称
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
面
の
主
張
は
相
手
方
か
ら



鎮西地頭の成敗権（大山）

　
　
　
　
　
　
　
（
御
下
文
脱
力
）

「
師
隆
盛
レ
給
文
治
三
年
井
遠
景
施
行
之
御
下
文
、
豊
隆
其
身
御
免
許
也
」
と
か
「
師
膳
所
レ
給
文
治
御
下
文
者
、
限
二
重
三
豊
ハ
非
瓢
所
領
安
堵

之
儀
こ
と
の
批
判
を
浴
び
て
い
る
。
⑧
の
盛
時
奉
書
↓
遠
景
下
文
が
実
質
上
、
平
河
師
高
に
対
し
て
そ
の
本
領
球
磨
御
領
を
安
堵
し
た
も
の

で
あ
っ
た
点
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
本
来
の
内
容
を
厳
密
に
い
え
ば
、
遠
景
施
行
が
正
し
く
表
現
す
る
よ
う
に
安
堵
の
対
象
は
あ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
で
も
「
平
河
三
郎
身
偏
な
の
で
あ
っ
て
、
師
高
の
本
領
で
あ
る
球
磨
御
領
と
い
う
所
領
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
型
式
と
第
二
型
式

の
軽
重
の
差
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
『
薩
藩
旧
記
雑
録
』
所
収
の
次
の
盛
時
奉
書
は
郡
司
職
安
堵
が
第
二
形
式
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
頼
朝
判

　
薩
摩
国
か
こ
し
ま
の
藤
内
康
友
ハ
、
奥
州
へ
御
壁
し
て
給
レ
暇
、
所
レ
令
轟
帰
国
一
也
、
か
つ
ハ
か
こ
し
ま
の
郡
司
職
、
も
と
よ
り
知
行
さ
う
み
な
き
よ
し
申
、

　
可
レ
存
乱
共
旨
↓
依
晶
仰
旨
↓
如
レ
此
、
傍
執
達
如
レ
件

　
　
　
　
文
治
五
年

　
　
　
　
　
十
一
月
廿
四
日
　
　
　
　
盛
時
奉

　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
伊
豆
藤
内
殿

　
　
〔
第
三
型
式
〕

　
遠
景
下
文
の
第
三
型
式
は
第
一
、
二
型
と
こ
と
な
っ
て
鎌
倉
殿
頼
朝
の
下
文
・
御
教
書
の
施
行
形
式
を
と
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
遠
景
が
直

接
に
鎮
西
の
権
門
勢
家
支
配
を
保
証
し
た
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
残
存
例
は
㈲
で
あ
る
。

㈲
下
　
宇
佐
宮
社
僧
神
官
等
所

　
　
副
本
家
御
下
知
文
一
通

　
［
　
口
不
勘
、
無
妨
於
所
職
［
U
　
U
寺
家
［
　
日
之
状
如
件

　
　
文
治
三
年
六
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
権
大
典
中
原
有
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
監
惟
宗
朝
臣
判
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藤
原
判

働
は
欠
損
部
分
が
多
く
全
体
の
意
味
・
形
式
と
も
に
と
ら
え
に
く
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
た
だ
却
下
し
た
文
書
が
本
家
の
下
知
文
の
み
で
あ

っ
た
こ
と
だ
け
は
読
み
と
り
う
る
か
ら
第
一
・
二
形
式
と
は
こ
と
な
っ
て
い
る
。
前
掲
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
宇
佐
宮
神
官
等
は
鎮

西
御
家
人
等
と
と
も
に
、
頼
朝
の
御
恩
に
よ
っ
て
本
領
・
新
着
の
安
堵
を
さ
ず
け
ら
れ
て
い
た
。
　
『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
を
信
用
す
る
か
ぎ
り
、

宇
佐
富
そ
の
も
の
が
頼
朝
の
進
退
権
の
も
と
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
そ
こ
に
第
一
型
式
に
よ
る
遠
景
施
行
下
文
が
発
給
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
⑪
は
こ
の
事
例
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
遠
景
下
文
は
次
の
第
四
型
式
に
近
く
、
宇
佐
宮

本
家
の
意
を
う
け
た
遠
景
が
本
家
の
荘
園
制
的
支
配
を
安
堵
保
証
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
右
に
み
え
る
「
無
点
於
所
職
」
の
文

言
は
右
の
下
文
が
宇
佐
宮
社
僧
神
官
等
が
帯
し
た
所
造
の
妨
害
排
除
隅
安
堵
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
解
し
う
る
な
ら
ば
、
こ
の
第
三
型
式
は
九
国
地
頭
天
野
遠
景
が
九
州
で
実
施
し
た
権
門
・
寺
社
領
へ
の
特
有
の
介
入
形
式
を

示
し
て
お
り
、
さ
き
に
み
た
千
葉
介
常
胤
の
外
題
安
堵
の
系
譜
を
ひ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
〔
第
四
型
式
〕

　
遠
景
下
文
の
第
四
型
式
は
元
徳
元
年
一
〇
月
五
日
の
鎮
西
下
知
状
が
引
用
す
る
文
治
五
年
七
月
一
九
日
の
下
文
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
内

容
に
つ
い
て
は
さ
き
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
下
知
状
に
引
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
下
文
の
原
形
を
出
来
る
か
ぎ
り
復
原
す
る
と
次
の
よ

　
　
　
⑪

う
に
な
る
。

⑥
下
薩
摩
国
日
羅
庄

　
　
当
庄
地
頭
大
江
家
綱
訴
申
、
万
陽
房
三
章
不
レ
帯
日
野
紙
状
嚇
三
相
コ
語
新
田
宮
神
人
等
↓
令
レ
追
コ
出
庄
内
一
事

　
右
、
家
綱
相
伝
譜
代
所
知
、
横
依
昌
爆
睡
の
不
レ
決
昌
子
細
一
成
コ
与
下
文
於
新
田
宮
執
印
一
哉
、
先
馬
允
宗
信
中
宮
政
所
等
、
世
相
コ
具
神
人
↓
被
篇
追
出
｛
難
・

　
警
官
譲
状
「
者
、
九
州
地
頭
者
鎌
倉
殿
御
成
敗
也
、
何
不
レ
帯
　
彼
御
下
真
鯉
相
期
語
神
人
噛
可
レ
追
訓
出
重
代
地
頭
｝
哉
、
早
令
「
【
安
堵
酒
戦
禺
有
限
本
所
年
貢
等
嚇

　
者
、
任
昌
先
例
一
可
レ
令
昌
勤
済
一
（
以
下
欠
）
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蘭
治
葦
七
早
九
・

晒地頭の成敗権（大山）

署
判
の
形
式
、
書
止
文
言
な
ど
は
残
念
な
が
ら
分
明
で
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
文
治
五
年
七
月
一
九
日
の
遠
景
下
文
で
あ
る
こ
と
は
右
の
鎮
西

下
知
状
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
こ
れ
は
薩
摩
国
日
置
庄
地
頭
大
江
家
畜
の
訴
え
を
う
け
た
遠
景
が
万
陽
房
覚
弁
に
よ
る

新
田
宮
神
人
を
動
員
し
て
の
家
綱
所
領
の
押
領
を
禁
止
し
た
も
の
で
、
形
式
的
な
完
全
さ
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

明
白
に
一
箇
の
裁
許
状
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
判
決
部
分
の
冒
頭
に
は
「
九
州
地
頭
者
鎌
倉
殿
御
成
敗
也
」
と
い
う
遠
景
の
文
言
が
あ
っ
て
、

鎮
西
に
お
け
る
九
国
地
頭
遠
景
の
右
の
よ
う
な
裁
判
権
行
使
が
頼
朝
の
九
州
地
頭
成
敗
権
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
第
四
型
式
の
下
文
に
お
い
て
遠
景
は
頼
朝
の
権
威
を
背
景
に
し
つ
つ
、
そ
の
裁
判
権
を
行
使
し
、
も
っ
と
も
独
自
に
鎮
西
支
配
の
貫
徹

を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
遠
景
の
鎮
西
支
配
は
第
一
型
式
に
お
け
る
本
領
安
堵
地
頭
の
創
設
、
第
二
型
式
に
お
け
る
そ
の
補
完
と
い
う
頼
朝
政
策
そ
の
も
の
の

忠
実
な
実
施
に
と
ど
ま
ら
ず
、
頼
朝
の
意
向
に
そ
い
な
が
ら
も
、
現
地
で
独
自
に
行
使
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
本
家
の
意
を
う
け
て
の
荘
園
支
配
へ

の
実
質
的
な
保
証
（
第
三
型
式
）
、
さ
ら
に
裁
判
権
行
使
（
第
四
型
式
）
さ
え
を
も
現
実
に
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
遠
景
の
こ
と
を
『
吾
妻
鏡
』
は
「
鎮
西
九
国
奉
行
人
」
　
「
鎮
西
守
護
人
」
　
「
鎮
西
奉
行
人
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
て
、
そ
の
呼
称

　
　
　
　
　
⑫

が
一
定
し
な
い
。
こ
の
場
合
、
　
「
鎮
西
奉
行
」
と
い
う
彩
度
的
に
完
備
さ
れ
た
正
式
な
職
掌
名
が
存
在
し
た
と
み
る
よ
り
、
　
「
奉
行
人
」
と
い

う
通
用
句
が
鎮
西
九
国
と
い
う
地
域
的
限
定
を
付
し
て
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
る
方
が
、
名
称
そ
の
も
の
の
バ
ラ
ツ
キ
を
よ
く
理
解

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
千
葉
介
常
胤
で
す
ら
「
鎮
西
守
護
人
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
の
分
身
と
し
て
、
鎮
西
九
国

を
奉
行
し
守
護
す
る
こ
と
が
遠
景
に
与
え
ら
れ
た
任
務
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
遠
景
が
鎮
西
の
地
へ
登
場
す
る
の
が
文
治
元
年
末
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
し
二
年
の
は
じ
め
で
あ
る
。
時
は
あ
た
か
も
国
地
頭
制
施
行
の
時
期
に
合
致
す
る
。
遠
景
を
お
い
て
外
に
、
こ
の
時
期
に
九
國
地
頭
と
し
て

の
権
限
を
行
使
し
う
べ
き
頼
朝
の
部
将
は
存
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
鎮
西
奉
行
と
い
う
の
は
歴
史
的
内
容
に
即
し

て
い
え
ば
す
く
な
く
と
も
そ
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
九
国
地
頭
の
別
称
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
　
石
井
進
前
掲
書
九
三
一
一
〇
六
頁
、
瀬
野
精
一
郎
『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』
五

　
－
七
七
頁
。
と
く
に
研
究
史
は
同
二
二
一
二
七
頁
を
参
照
。

②
義
江
彰
夫
「
岡
地
頭
職
の
沿
革
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
六
編
七
号
）
、
一
七
－
一
八

　
頁
、
前
掲
拙
著
『
鎌
倉
幕
府
』
一
八
五
頁
。

③
　
九
州
史
料
叢
書
『
禰
寝
文
書
』
一
コ
　
号
、
千
葉
介
外
題
に
つ
い
て
は
石
井
前
掲

　
書
一
〇
七
頁
注
2
に
簡
潔
で
正
確
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
大
宰
府

　
下
文
に
千
葉
介
の
袖
判
が
あ
っ
た
と
ま
で
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

　
か
。
な
お
江
平
望
「
禰
記
文
霞
建
都
浦
忠
解
状
に
つ
い
て
」
　
（
同
『
臨
児
島
嬢
中

　
世
史
料
考
証
』
所
収
一
二
一
一
九
頁
）
は
こ
の
断
簡
が
建
保
五
年
正
月
日
問
注
所

　
勘
状
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
。

④
た
と
え
ば
、
こ
の
時
期
の
幕
府
関
係
の
外
題
安
堵
は
い
ず
れ
も
日
付
を
付
し
て

　
い
な
い
。
　
『
鎌
倉
遺
文
』
～
二
三
、
一
二
五
、
四
四
号
な
ど
。

⑤
　
　
『
幕
妻
鏡
』
文
治
元
年
八
月
＝
二
日
条
。
も
っ
と
も
、
千
葉
介
の
外
題
が
、
大

　
宰
府
下
文
を
う
け
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
千
葉
介

　
が
大
宰
府
の
意
向
を
最
終
的
に
保
証
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

　
は
後
考
に
ま
ち
た
い
。

⑥
『
応
永
書
写
延
慶
本
平
家
物
語
』
四
「
安
楽
寺
虫
来
審
付
霊
験
無
讐
事
」
（
白

帝
社
刊
）

⑦
石
井
進
葡
掲
書
九
五
頁
、
な
ら
び
に
一
〇
九
頁
注
1
0
、
㈹
上
妻
文
書

　
⑧
　
竜
造
寺
家
文
書
一
号
1
一
　
　
◎
　
大
分
諸
家
文
書
曾
禰
崎
元
一
文
書
一
号

　
－
二
『
大
分
県
史
料
』
勧
　
　
◎
　
宇
佐
到
津
文
書
一
一
二
号
　
　
⑥
　
平
河
文
書

　
四
号
『
熊
本
県
史
料
』
中
世
篇
第
三
　
　
③
　
細
前
国
国
分
寺
文
書

　
⑥
『
島
津
家
文
書
二
一
』
五
五
五
号

⑧
瀬
野
精
一
郎
前
掲
書
穴
一
八
頁
。

⑨
平
河
文
書
五
号
（
『
熊
本
県
史
料
』
中
世
篇
第
三
）

⑩
　
国
分
平
二
郎
文
霞
（
『
薩
藩
旧
記
雑
録
』
二
二
）
『
鎌
倉
遺
文
』
四
一
号
、
な
お

　
瀬
野
精
一
郎
前
掲
書
八
頁
。

⑪
原
文
は
下
文
の
第
一
行
目
を
「
薩
摩
留
日
無
漏
下
」
と
す
る
が
、
別
の
箇
所
で

　
「
次
如
二
文
治
五
年
遠
景
下
文
卜
者
、
下
薩
摩
国
日
置
庄
側
女
」
と
あ
る
に
よ
っ
て

　
訂
正
す
る
。

⑫
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
＝
一
月
｝
○
日
条
、
同
三
年
＝
月
五
日
前
、
建
久
二

　
年
正
月
一
五
日
粂

⑩
　
佐
藤
進
～
前
掲
書
二
五
九
－
二
六
〇
頁
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三
　
惣
地
頭
の
二
類
型

　
天
野
遠
鍛
が
九
国
地
頭
だ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
問
題
は
九
国
地
頭
遠
景
と
鎮
西
管
内
に
お
か
れ
た
一
般
地
頭
（
と
く
に
惣

地
頭
）
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
九
州
の
惣
地
頭
は
所
領
の
下
地
宝
算
権
を
一
般
に
掌
握

し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
来
た
が
、
な
か
に
は
阿
蘇
社
に
お
け
る
北
条
氏
の
よ
う
に
現
地
を
強
力
に
把
握
し
た
も
の
が
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
前
者
の
例
と
し
て
島
津
庄
地
頭
島
津
忠
久
を
あ
げ
、
つ
い
で
北
条
時
政
の
阿
蘇
社
領
支
配
の
特
徴
と
比
較
し
て
み
た
い
。

　
㈹
　
島
津
忠
久



鎮西地頭の成敗権（大山）

　
元
暦
二
年
か
ら
文
治
二
年
へ
か
け
て
、
島
津
忠
久
が
島
津
庄
下
司
職
か
ら
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
た
こ
ろ
、
南
九
州
の
地
は
内
乱
の
余
波
が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ず
ま
い
て
お
り
、
新
政
権
に
反
抗
的
な
在
地
豪
族
層
が
横
行
し
て
い
た
。
頼
朝
は
最
初
天
野
遠
景
を
派
遣
し
て
、
こ
れ
を
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
、
現
地
武
士
団
の
組
織
化
は
容
易
に
進
展
せ
ず
、
南
九
州
に
お
け
る
施
策
の
重
点
を
漸
次
忠
久
に
移
し
て
い
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
島
津
庄
惣
地
頭
と
し
て
の
忠
久
の
権
限
画
定
は
ま
ず
文
治
二
年
八
月
三
士
頼
朝
袖
判
下
文
に
よ
る
千
葉
介
常
胤
の
同
庄
寄
郡
五
ケ
郡
郡
司
職

と
の
関
係
調
整
か
ら
は
じ
ま
る
。
同
下
文
に
よ
る
と
、
島
津
童
心
郡
の
う
ち
五
ケ
郡
の
郡
司
職
に
常
胤
が
補
任
さ
れ
て
お
り
、
現
地
へ
は
常
胤

の
代
官
と
し
て
字
紀
太
清
遠
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
忠
久
は
島
津
庄
惣
地
頭
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
五
ケ
郡
で
当
然
、
忠
久
・
常
胤
の
権
限

が
重
な
り
あ
う
こ
と
に
な
る
。
下
文
に
よ
る
と
「
件
清
遠
、
狸
乱
調
入
庄
家
ハ
致
畠
種
々
非
法
苛
法
狼
羅
こ
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
文
治
二

年
春
以
来
の
こ
の
五
ケ
郡
に
お
け
る
庄
務
（
郡
務
）
が
実
際
に
望
遠
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
常
胤
は
頼

朝
側
近
の
有
力
御
家
人
で
あ
る
。
頼
朝
と
し
て
は
、
こ
の
争
い
を
ど
の
よ
う
に
で
も
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
も
し
常
胤
側
に

庄
務
を
統
べ
さ
す
つ
も
り
な
ら
ば
五
ケ
郡
に
別
納
の
下
文
を
発
給
す
れ
ば
そ
れ
で
こ
と
た
り
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
頼
朝
は
こ
こ
で
忠
久
を
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

齢
す
る
こ
と
に
き
め
た
。
　
「
右
当
御
庄
寄
郡
五
箇
郡
者
、
以
二
常
胤
（
令
レ
補
二
郡
司
職
㎝
了
、
而
守
㎝
縣
其
儀
許
ハ
可
レ
随
二
国
司
下
知
一
之
処
、
件
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
ら

計
量
乱
調
入
庄
家
∵
：
…
不
レ
及
二
預
所
井
地
頭
等
沙
汰
一
之
由
、
有
二
醜
聞
欄
干
実
者
、
清
無
蓋
所
行
、
甚
以
奇
権
也
、
以
鵠
郡
司
職
ハ
何
可
レ
打
調

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

妨
預
所
地
頭
之
下
知
【
哉
」
と
下
文
は
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
常
胤
の
五
ケ
郡
司
職
に
は
現
地
の
本
務
（
郡
務
）
を
統
べ
る
独
自
の
権
限

を
帰
属
さ
せ
な
い
と
い
う
頼
朝
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
つ
づ
い
て
文
治
三
年
五
月
三
日
の
頼
朝
袖
判
下
文
は
大
秦
元
光
に
薩
摩
架
工
尿
院
の
郡
司
弁
済
使
職
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
下
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
や

の
文
言
に
よ
る
と
「
右
件
所
相
伝
知
行
至
瓢
干
去
年
一
云
々
、
而
小
城
八
郎
重
道
依
レ
申
レ
有
二
証
拠
ハ
仰
乾
嶋
津
庄
惣
地
頭
惟
宗
忠
久
左
兵
衛
尉
ハ
宛
謝

カ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も

給
郡
司
弁
済
使
一
発
」
と
あ
る
。
小
城
八
郎
重
道
が
一
度
安
堵
を
う
け
た
の
で
あ
る
が
、
大
秦
元
光
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
元
光
が

還
補
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
文
治
二
、
三
年
頃
に
頼
朝
が
島
津
庄
寄
郡
薩
摩
国
牛
尿
院
の
郡
司
弁
済
使
職
を
島
津
忠
久

を
通
じ
て
安
堵
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
肥
前
あ
た
り
に
多
い
天
野
遠
景
の
下
文
に
よ
る
本
領
安
堵
に
く
ら
べ
る
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
、
こ
れ
が
地
頭
職
安
堵
の
形
式
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
次
に
同
じ
く
文
治
三
年
九
月
九
日
の
袖
判
下
文
に
よ
っ
て
頼
朝
は
庄
目
代
忠
久
を
あ
ら
た
に
押
領
使
に
任
命
す
る
と
と
も
に
、
島
津
庄
内
に

お
け
る
遠
景
の
検
断
権
行
使
を
排
除
す
る
に
い
た
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
下
文
は
遠
景
の
行
為
を
「
右
、
号
零
落
追
捕
使
遠
景
之
下
知
（
放
納
入

使
者
ハ
評
点
陵
庄
家
【
之
由
、
有
二
揚
足
こ
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
遠
景
が
「
惣
追
捕
使
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
遠
景
に

付
せ
ら
れ
た
惣
追
捕
使
の
肩
書
き
は
頼
朝
袖
判
の
あ
る
下
文
の
記
載
で
あ
る
か
ら
、
後
の
編
纂
物
の
記
事
よ
り
信
愚
性
に
と
む
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
私
は
国
地
頭
制
が
停
廃
さ
れ
な
か
っ
た
か
に
み
え
る
九
州
に
お
い
て
も
、
こ
れ
以
後
国
地
頭
の
語
が
用
い
ら
れ
た
痕
跡
が
殆
ん
ど

な
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
文
治
二
年
六
月
の
畿
内
近
国
三
七
ヶ
国
に
お
け
る
国
地
頭
制
停
廃
と
と
も
に
、
九
州
に
お
い
て
も
ま
た
国
地
頭
の
呼

称
が
停
止
さ
れ
、
右
の
三
七
ケ
国
と
あ
わ
せ
て
、
九
州
な
り
の
国
地
頭
制
か
ら
惣
追
捕
使
（
等
護
人
）
制
へ
の
切
り
か
え
が
進
行
し
た
の
だ
と
判

断
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
九
州
に
お
い
て
は
こ
の
切
り
か
え
が
、
意
識
的
に
中
途
半
端
で
不
徹
底
な
も
の
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
頼
朝
は
文
治
三
年
九
月
に
鎮
西
惣
追
捕
使
天
野
遠
景
使
者
の
島
津
庄
へ
の
入
部
を
停
止
し
、
あ
ら
た
に
庄
冒
代
忠
久
を
同
庄
押
領
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

に
任
命
し
て
庄
内
の
検
断
権
を
統
轄
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
に
い
た
る
ま
で
、
島
津
庄
惣
地
頭
忠
久
の
地
頭
権
限
の
な
か
に
は
、
鎮
西

惣
追
捕
使
（
国
地
頭
）
遠
景
の
庄
内
検
断
権
の
排
除
は
自
明
の
原
理
と
し
て
は
く
み
こ
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
に
お
け
る
南
九
州

政
策
の
中
心
に
忠
久
を
登
用
し
、
島
津
庄
内
で
の
忠
久
の
職
権
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
頼
朝
の
方
針
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
南
九
州
を
遠
景
の
直
接
管
轄
か
ら
切
り
は
な
し
、
こ
こ
に
独
自
の
地
域
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
頼
朝
の
意
向
は
、
年
朱
詳
な
が
ら
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

前
後
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
一
通
の
盛
時
奉
書
（
遠
景
宛
）
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
奉
書
に
よ
る
と
大
宰
府
が
先
例
を
無
視
し
て
、

島
津
庄
内
の
唐
船
着
岸
物
を
押
取
る
と
い
う
行
為
に
お
よ
ん
だ
た
め
、
こ
の
庄
園
に
お
け
る
対
外
貿
易
を
直
接
管
轄
し
て
い
た
庄
官
た
ち
が
解

状
を
も
っ
て
近
衛
家
に
訴
え
出
た
た
め
、
近
衛
家
か
ら
庄
官
等
の
解
状
を
副
え
て
頼
朝
に
対
し
て
善
処
方
を
要
望
、
頼
朝
は
こ
れ
を
う
け
て
、

盛
時
奉
書
を
も
っ
て
伊
豆
藤
内
（
遠
景
）
宛
に
「
早
撃
コ
止
新
儀
｛
如
レ
元
可
レ
令
レ
付
二
庄
家
一
也
」
と
通
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
広
大
な
面
積
を
も
ち
な
が
ら
シ
ラ
ス
台
地
に
お
お
わ
れ
、
畑
作
生
産
が
優
位
を
占
め
る
こ
の
島
津
庄
に
お
い
て
、
天
然
の
良
港
坊
ノ
津
を
中

26　（26）
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心
と
す
る
対
外
貿
易
の
管
轄
は
平
安
時
代
以
来
島
津
庄
の
庄
家
を
中
心
と
す
る
現
地
庄
官
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
経
済
活
動
の
一
環
だ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
天
野
遠
景
は
大
宰
府
の
名
に
よ
っ
て
、
島
津
庄
内
に
お
け
る
貿
易
管
理
権
を
吸
収
し
、
鎮
西
に
お
け
る
大
宰
府
の
貿
易
独
占
を

は
か
り
、
権
門
貿
易
を
否
定
す
る
う
ご
き
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
は
遠
景
が
か
ら
ん
だ
こ
の
方
向
を
否
定
し
、
近
衛
家
一
島
津
忠
久
を
主

軸
と
す
る
権
門
貿
易
を
認
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
南
九
州
に
お
け
る
御
家
人
編
成
が
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
は
じ
め
た
の
は
文
治
五
年
七
一
九
月
に
か
け
て
の
頼
朝
の
奥
州
出
兵
を
契
機
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
た
ら
し
い
。
す
で
に
同
年
二
月
九
日
の
頼
朝
袖
判
下
文
は
島
津
庄
地
頭
忠
久
に
対
し
、
庄
官
等
を
召
進
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
た
。
と

く
に
こ
の
下
文
は
「
右
件
庄
官
期
中
、
黒
陶
武
器
二
之
輩
、
帯
二
兵
碁
聖
来
七
月
十
日
以
前
、
可
レ
参
訓
着
関
東
」
也
、
且
為
レ
入
二
見
参
ハ
各
可
レ
存
二

忠
節
こ
と
述
べ
て
い
る
。
頼
朝
軍
勢
の
鎌
倉
出
立
は
七
月
一
八
、
一
九
両
日
で
あ
っ
た
。
頼
朝
は
す
で
に
五
ケ
月
以
前
に
奥
州
出
兵
の
日
程

を
く
み
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
応
じ
て
南
九
州
島
津
庄
の
庄
官
に
対
し
て
、
七
月
目
〇
日
以
前
の
関
東
参
着
を
命
じ
、
そ
の
上
で
「
見
参
」

の
儀
を
と
り
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
『
島
津
家
文
書
』
の
な
か
に
七
月
一
〇
日
付
の
忠
久
宛
盛
時
奉
書
が
あ
る
。
こ
の
奉
書
は
、

島
津
無
芸
官
等
が
惣
地
頭
忠
久
の
下
知
に
し
た
が
わ
な
い
こ
と
を
非
難
し
、
こ
の
よ
う
な
庄
官
等
の
企
を
奇
怪
と
し
つ
つ
、
対
償
の
輩
を
注
申

せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
偶
然
か
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
れ
が
庄
官
等
の
関
東
参
着
日
と
同
じ
七
月
一
〇
日
の
日
付
を
も
つ
こ
と
は
、
奉
書
が
い
う
対

揮
と
い
う
の
が
庄
官
等
の
奥
州
へ
の
出
兵
拒
否
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
奥
州
出
兵
は
南
九
州
に
お
け
る
御
家
人
組
織
確

立
へ
の
ス
プ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
と
し
て
も
計
画
的
に
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
奥
入
合
戦
の
勝
利
の
後
文
治
五
年
一
〇
月
三
日
に
頼
朝
は
盛
時
奉
書
を
も
っ
て
、
島
津
庄
の
日
置
北
郷
弁
済
写
譜
を
奥
入
御
共
奉
公
の
北
郷

兼
秀
に
安
堵
さ
せ
る
よ
う
忠
久
に
指
示
し
た
。
た
だ
し
、
　
「
こ
れ
に
は
子
細
を
不
レ
知
候
之
間
、
…
…
馬
所
相
違
な
く
ハ
」
と
い
う
条
件
が
付
せ

　
　
　
　
⑨

ら
れ
て
い
た
。
忠
久
は
こ
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
同
年
一
一
月
、
兼
秀
を
北
郷
弁
済
使
職
に
補
任
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
下
　
島
津
御
庄
政
所

　
　
補
任
　
北
郷
弁
済
使
職
事
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日
置
兼
秀

右
以
レ
人
、
依
昌
今
度
奥
入
御
共
之
奉
公
嚇
所
レ
補
コ
任
彼
職
一
也
、
御
庄
官
等
宜
承
知
、
更
不
レ
可
昌
違
失
一
之
状
、
如
レ
件
、

　
文
治
五
年
十
一
月
日

前
左
兵
衛
尉
惟
宗
御
判

以
下

28　（28）

　
や
が
て
建
久
八
年
一
二
月
三
日
、
忠
久
は
大
隅
・
薩
摩
両
国
の
家
人
奉
行
人
（
守
護
人
）
に
補
任
さ
れ
る
。
鎮
西
に
お
け
る
確
認
さ
れ
る
か
ぎ
り

で
の
最
初
の
国
別
守
護
で
あ
る
。
両
国
の
家
入
等
を
催
し
て
内
裏
大
番
を
勤
め
、
人
身
売
買
を
停
止
し
、
殺
害
已
下
の
狼
籍
を
停
止
し
て
国
中

を
守
護
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
の
と
き
の
前
王
大
将
家
政
所
下
文
は
忠
久
に
対
し
て
、
「
可
下
調
為
二
大
隅
薩
摩
両
国
家
人
奉
行
人
（
致
申
沙
汰
上
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
い
、
家
人
等
に
対
し
て
は
「
不
レ
可
レ
情
調
裸
奉
行
人
爵
下
知
一
」
と
い
っ
て
い
る
。
頼
朝
は
忠
久
の
地
位
を
両
国
の
「
家
人
奉
行
人
」
と
し

て
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
忠
久
は
両
国
の
家
人
等
を
催
し
て
内
裏
大
番
を
勤
め
、
人
身
売
買
な
ら
び
に
殺
害
以
下
の
狼
籍
を
禁
止
し
て
、

も
っ
て
国
労
を
守
護
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
の
で
あ
る
。
鎮
西
九
国
奉
行
（
国
地
頭
一
号
追
捕
使
）
天
野
遠
景
が
か
っ
て
把
握
し
て
い
た
広
範
な

権
限
の
あ
る
部
分
を
引
き
つ
ぎ
な
が
ら
、
こ
こ
に
両
国
に
お
け
る
御
家
人
組
織
の
確
立
の
上
に
の
り
、
そ
の
統
轄
者
と
い
う
限
定
さ
れ
た
権
限

の
上
に
立
つ
両
国
守
護
島
津
忠
久
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
働
　
北
条
時
政

　
島
津
庄
惣
地
頭
忠
久
が
ま
だ
大
隅
薩
摩
両
国
家
人
奉
行
人
（
守
護
）
に
登
用
さ
れ
る
以
前
の
建
久
六
年
は
じ
め
に
、
北
条
時
政
の
阿
蘇
社
領
支

配
の
開
始
が
あ
き
ら
か
に
な
り
、
以
後
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
阿
蘇
社
は
北
条
氏
の
所
領
と
し
て
存
続
す
る
。

　
承
久
二
年
半
月
二
日
に
こ
の
地
を
時
政
か
ら
継
承
し
て
い
た
北
条
義
時
は
陶
蘇
社
領
内
の
色
見
・
山
鳥
に
つ
い
て
「
色
見
・
山
鳥
事
、
度
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

蒙
レ
仰
候
了
、
於
レ
今
者
所
署
令
レ
運
輸
進
地
頭
職
一
候
上
也
」
と
述
べ
、
の
ち
に
北
条
泰
時
も
ま
た
「
阿
蘇
社
領
色
見
・
山
間
事
、
於
瓢
地
頭
職
一
驚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

故
陸
奥
入
道
避
然
候
鰍
」
と
述
べ
た
。
地
頭
職
の
虫
進
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
は
守
護
・
地
頭
の
干
与
し
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
建

　
　
　
　
　
　
　
⑭

治
元
年
の
成
阿
書
状
は
こ
れ
を
「
色
見
・
山
鳥
ハ
地
頭
職
ヲ
右
京
権
大
講
義
時
、
故
滋
宮
入
道
と
の
に
さ
り
ま
い
ら
せ
た
る
所
に
て
、
他
人
す
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こ
地
頭
む
か
し
ょ
り
い
ろ
ハ
ぬ
所
に
て
、
尼
公
一
人
女
房
な
と
の
知
行
し
や
す
き
所
に
て
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
建
仁
三
年
三
月
、
北
条
時
政
は
袖
判
下
文
を
も
っ
て
宇
治
惟
次
を
阿
蘇
岩
坂
郷
の
預
所
代
職
に
補
任
し
た
が
、
そ
の
さ
い
「
塩
干
二
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

頭
重
職
一
老
、
故
七
郎
惟
時
子
息
沙
汰
也
」
と
の
但
し
書
き
を
つ
け
て
い
る
。
時
政
が
阿
蘇
岩
坂
郷
の
預
所
職
を
も
つ
と
と
も
に
地
頭
そ
の
も

の
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
阿
蘇
社
領
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
右
の
各
所
領
の
事
例
を
も
と
に
、
私
は
時
政
が
建
久
六
年
初
頭
な
い
し
そ
れ
を
あ
ま
り
さ
か
の
ぼ
ら
ぬ

時
期
に
阿
蘇
社
領
を
統
轄
す
る
地
頭
職
（
惣
地
頭
）
に
補
任
さ
れ
た
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
預
所
職
は
地
頭
と
し
て
こ
の
地
に
の
ぞ
ん
だ
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

政
と
領
家
と
の
間
で
や
が
て
時
政
の
手
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
隅
・
薩
摩
両
国
の
各
戸
田
帳
に
よ
る
と
、
中
原
親
能
が
両
国
に
ま
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
大
隅
正
八
幡
宮
領
の
各
所
領
に
お
い
て
地
頭
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
親
能
の
地
頭
補
任
が
正
八
幡
宮
を
構
成
す
る
個
々
の
荘
園
所
領
ご
と
に

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
正
八
幡
宮
領
全
体
の
地
頭
職
補
任
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
九
州
膚
力
寺
椎
へ
の
頼

朝
の
地
頭
設
置
方
針
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
時
政
は
阿
蘇
社
領
へ
の
登
場
に
あ
た
っ
て
、
平
安
時
代
以
来
の
神
権
的
武
士
団
の
棟
梁
阿
蘇
太
郎
惟
次
（
継
）
に
南
郷
の
地
を
往
古
屋
敷
と
し

て
安
堵
し
別
納
下
文
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
惟
次
は
養
和
元
年
（
二
八
一
）
二
月
、
肥
後
国
の
菊
池
隆
直
、
豊
後
国
の
緒
方
惟
能
以
下
の
軍
勢

が
平
家
打
倒
を
め
ざ
し
て
挙
兵
し
、
関
を
固
め
て
海
陸
往
還
を
と
ど
め
、
平
家
の
方
人
原
田
黒
革
が
率
い
る
軍
勢
と
舎
戦
を
ま
じ
え
た
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

木
原
次
郎
盛
実
法
師
と
と
も
に
菊
池
隆
直
に
し
た
が
っ
て
戦
い
に
参
加
し
た
南
郷
大
宮
司
惟
安
（
泰
）
の
子
息
で
あ
っ
た
。

　
阿
蘇
惟
次
は
阿
蘇
大
宮
司
職
以
下
の
所
職
所
領
を
建
久
七
年
正
月
二
三
日
な
ら
び
に
正
治
二
年
一
二
月
一
四
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
右
の
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

父
子
泰
か
ら
譲
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
譲
状
が
書
か
れ
た
あ
と
、
同
年
六
月
一
九
日
に
は
領
家
の
、
同
じ
く
八
月
一
日
に
は
時
政
の
下
文
に

よ
っ
て
大
宮
司
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。

㈲
下
　
阿
蘇
社
司
神
宜
等

　
　
可
下
早
為
昌
別
納
一
究
副
済
所
当
物
上
南
郷
事

29　（29）



　
一
幕
阿
蘇
太
郎
惟
次
依
レ
申
昌
往
古
屋
敷
之
由
↓
為
昌
別
納
↓
無
昌
解
怠
輔
無
電
済
コ
勤
所
当
公
事
｝
之
状
、
所
レ
仰
如
レ
件
、
社
司
宜
承
知
、
依
レ
件
用
レ
之
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
建
久
六
年
正
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
条
時
政
）
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
（
花
押
）

㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
下
　
阿
蘇
三
社
中
司
氏
人
祝
部
供
僧
等
所

　
　
定
補
大
宮
司
職
事

　
　
宇
治
惟
次

　
右
人
補
コ
任
彼
職
一
畢
、
任
昌
先
例
一
可
レ
令
レ
執
コ
行
社
務
」
之
状
、
所
レ
仰
如
レ
件
、
神
官
等
位
承
知
、
敢
勿
昌
違
失
一
望
下

　
　
　
　
　
　
　
建
久
七
年
六
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
所
（
花
押
）

⑥
補
任

　
　
阿
蘇
社
大
宮
司
職
事

　
　
　
宇
治
惟
次

　
右
補
コ
任
彼
職
一
如
レ
件
、
但
於
＝
十
二
月
朔
幣
井
上
分
稀
事
一
挙
、
可
レ
為
一
一
大
宮
司
沙
汰
一
之
暴
論
レ
件

　
　
　
　
　
　
　
建
久
七
年
八
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
政
）
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
（
花
押
）

　
右
の
三
通
に
よ
っ
て
、
北
条
時
政
が
最
初
か
ら
領
家
と
な
ら
ん
で
陶
蘇
大
宮
司
の
上
に
立
っ
て
、
こ
れ
を
統
轄
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。
　
『
大
日
本
古
文
書
阿
蘇
文
書
』
之
一
所
収
の
㈲
の
写
真
版
に
よ
る
と
時
政
の
奥
下
五
判
の
花
押
は
形
式
上
は
頼
朝
の
意
を

う
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
幕
政
の
有
力
者
に
ふ
さ
わ
し
い
威
厳
に
み
ち
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
建
久
六
年
七
月

二
八
日
の
平
心
下
文
は
『
大
日
本
古
文
書
阿
蘇
文
書
』
編
者
の
魚
文
に
よ
る
と
、
後
世
の
写
し
で
あ
り
、
花
押
も
時
政
の
も
の
に
似
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
・
様
式
か
ら
糊
断
ず
る
と
蒔
政
下
文
に
麻
睡
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
編
者
の
い
う
と
お
り
で
あ
る
。
私
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は
内
容
・
形
式
と
も
に
花
押
の
写
し
が
ま
ず
い
と
い
う
点
を
の
ぞ
け
ば
特
に
疑
う
点
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

こ
れ
は
や
は
り
時
政
署
凋
の
原
文
書
の
写
し
と
み
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
天
宮
祝
忠
次
の
訴
に
対
し
て
領
家
が
外
題
を
与
え
、
平
某

（
時
政
）
が
「
可
下
記
任
二
三
家
御
外
題
旨
一
当
中
乱
妨
沙
汰
上
事
」
を
阿
蘇
御
峰
住
僧
等
に
命
じ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
つ
ま
り
天
宮
祝
忠
次
の
訴

え
↓
領
家
外
題
↓
時
政
下
文
に
よ
っ
て
、
こ
の
訴
訟
が
完
結
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
阿
蘇
社
領
に
お
け
る
領
家
支
配
が
時
政
に
体
現
さ
れ

る
鎌
倉
幕
府
の
支
配
体
制
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
て
い
る
。

　
阿
蘇
社
に
お
け
る
時
政
の
存
在
が
当
時
の
国
衙
行
政
に
対
し
て
、
実
際
上
領
家
を
こ
え
る
位
置
を
も
っ
て
い
た
事
実
は
建
久
九
年
一
二
月
一

五
日
の
時
政
書
状
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
阿
蘇
別
宮
　
帯
説
　
甲
佐
両
社
分
例
下
米
事
、
前
任
盛
時
、
国
衙
弁
済
有
レ
煩
、
社
家
肝
癌
無
レ
隙
之
間
、
申
コ
下
宣
旨
別
霜
米
代
公
田
内
片
寄
三
百
町
被
呂
奉

　
免
一
了
、
葡
当
任
依
二
郡
司
等
之
濫
訴
↓
可
レ
被
レ
顯
コ
倒
片
寄
免
田
一
之
由
、
在
庁
令
昌
結
構
一
云
々
、
糠
穂
文
案
三
通
如
レ
此
、
凡
国
務
事
、
以
二
国
司
免
判
一
為
昌

　
規
模
｛
当
他
一
同
之
例
也
、
況
　
宣
旨
有
限
乎
、
中
条
難
γ
難
昌
風
聞
信
受
↓
随
レ
及
レ
承
所
レ
令
レ
申
也
、
然
而
不
意
之
沙
汰
有
昌
出
来
事
一
老
、
以
呂
此
等
証
文
↓

　
可
レ
被
レ
触
コ
示
在
庁
人
々
一
之
状
如
レ
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
政
）
⑳

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

こ
こ
で
、
時
政
は
正
規
の
ル
ー
ト
で
国
衙
に
命
令
を
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
文
書
が
肥
後
国
衙
の
行
動
を
実
質
的
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
時
政
は
明
ら
か
に
阿
蘇
社
領
支
配
の
最
終
的
な
実
権
老
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
建
仁
三
年
（
＝
一
〇
三
）
三
月
以
来
、
そ
れ
ま
で
奥
下
署
判
で
あ
っ
た
「
阿
蘇
文
書
」
中
の
時
政
下
文
は
袖
判
下
文
に
一
変
し
、
以
後
、
北
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

氏
歴
代
の
下
文
は
い
ず
れ
も
袖
判
に
な
る
。
比
企
氏
の
乱
を
む
か
え
る
こ
ろ
に
、
時
政
の
阿
蘇
社
支
配
が
よ
り
強
固
な
も
の
に
転
化
し
た
こ
と

が
明
瞭
で
あ
る
。
同
年
一
〇
月
一
三
日
、
時
政
は
大
宮
司
惟
次
の
訴
え
に
対
し
、
次
の
裁
許
状
を
与
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
政
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
阿
蘇
大
宮
司
惟
次
申
条
々
事

　
　
一
、
先
御
下
知
狩
倉
内
お
Σ
も
り
、
あ
っ
ま
や
、
た
か
や
ま
、
ひ
ら
た
已
上
四
ケ
所
妨
可
篇
停
止
一
事
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一
、
四
面
八
丁
内
田
畠
地
元
妨
可
嵩
停
止
一
事

一
、
健
軍
宮
大
宮
司
分
佃
弐
町
妨
停
止
事

　
　
已
上
賜
晶
御
下
文
一
畢

一
、
甲
佐
宮
御
神
事
間
、
御
酒
為
□
□
致
レ
妨
事
、
可
昌
停
止
一
事

件
条
々
、
御
下
知
之
上
、
十
郎
子
息
等
致
レ
妨
之
由
所
昌
訴
申
一
也
、
事
実
者
不
便
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
　
　
　
建
仁
三
年
十
月
十
三
日

早
出
レ
令
レ
停
コ
止
彼
妨
一
之
□
□
如
レ
件
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文
中
に
み
え
る
御
下
文
の
発
給
主
体
は
分
明
で
な
い
。
し
か
し
、
大
富
司
惟
次
の
訴
え
を
袖
判
に
よ
っ
て
裁
許
し
た
時
政
が
阿
蘇
社
領
の
す
べ

て
に
霧
臨
す
る
存
在
に
転
化
し
た
こ
と
は
う
こ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
時
政
は
阿
蘇
社
領
に
関
し
、
地
頭
で
あ
り
、
か
つ
預
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
地
頭
な
い
し
預
所
と
し
て
阿
蘇
社
領

支
配
に
お
い
て
行
使
し
た
具
体
的
権
限
は
彼
の
も
つ
重
職
に
固
有
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
彼
が
幕
政
に
お
い
て
占
め
た
そ
の
実
力
に
も
と
つ

く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
彼
が
阿
蘇
社
領
に
お
い
て
地
頭
・
預
所
両
職
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
さ
き
に
獲
得
し
た
か
は
こ
れ

を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
ほ
ど
の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、
時
政
の
預
所
職
は
形
式
上
は
領
家
の
補
任
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

地
頭
職
は
あ
き
ら
か
に
鎌
倉
の
補
任
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
阿
蘇
社
に
お
け
る
時
政
の
権
限
の
歴
史
的
な
性
格
は
、
彼
が

保
持
す
る
地
頭
職
に
よ
っ
て
ま
ず
確
定
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
阿
蘇
社
地
頭
時
政
の
実
際
上
の
権
限
行
使
を
旧
来
の
荘
園
制
的
な
所
領
支
配
機

構
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
と
き
、
そ
れ
が
時
政
へ
の
預
所
職
補
任
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
実
際
の
歴
史
的
経
過
は

ど
う
あ
れ
、
時
政
の
領
主
権
の
歴
史
的
構
造
の
意
味
は
鎌
倉
補
任
の
地
頭
職
を
主
軸
に
し
て
い
た
と
判
断
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
時
政
が
行
使
し
た
よ
う
な
地
頭
領
主
権
の
具
体
的
な
形
態
は
、
幕
政
に
お
け
る
時
致
の
実
力
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
て
、

通
例
の
鎮
西
惣
地
頭
に
許
さ
れ
た
地
頭
と
し
て
の
領
主
権
は
は
る
か
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
肥
前
国
佐
嘉

御
領
に
お
け
る
惣
地
頭
蓮
沼
忠
国
と
小
地
頭
と
の
争
い
に
お
い
て
も
、
ま
た
比
企
氏
の
乱
に
連
座
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
島
津
氏
の
場
合



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
も
明
瞭
に
み
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

鎮西地頭の成敗権（大山）

①
石
母
田
正
「
内
乱
期
に
お
け
る
薩
摩
地
方
の
情
勢
に
つ
い
て
」
（
同
『
古
代
末
期

　
政
治
史
序
説
』
下
）
。

②
　
文
治
三
、
四
年
の
天
野
遠
景
の
貴
海
島
征
討
は
困
難
を
き
わ
め
、
　
「
難
レ
栢
圏
催

　
鎮
西
御
家
人
滞
納
不
曽
二
揆
一
之
間
、
頗
以
無
勢
、
重
可
レ
被
ゾ
下
二
御
教
書
柵
云
々
」

　
と
頼
朝
に
訴
え
て
い
る
。
（
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
九
月
二
二
日
条
、
同
四
年
二
月

　
一
二
日
条
）
こ
の
こ
ろ
か
ら
南
九
州
と
く
に
薩
摩
国
に
お
け
る
御
家
人
編
成
の
中

　
心
は
島
津
忠
久
に
移
さ
れ
る
。

③
　
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
六
号
。

④
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
七
号
。

⑤
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
二
九
八
号
　
五
月
九
臼
盛
時
奉
書
は
忠
久
に
薩
摩
国
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ミ
　
　
へ
　
　
も

　
二
院
平
八
成
薩
に
対
し
て
救
二
院
地
頭
弁
済
使
職
の
安
堵
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た

、
岡
文
書
一
六
号
　
建
保
六
年
一
一
月
一
一
六
日
島
津
忠
久
安
堵
状
は
北
条
義
時
の
外

　
題
に
ま
か
せ
て
、
大
蔵
氏
女
を
薩
摩
郡
内
山
田
村
名
頭
職
に
安
堵
し
た
忠
久
袖
判

　
の
安
堵
状
で
あ
る
。

⑥
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
八
号
。

⑦
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
二
九
八
号
、
な
お
佐
藤
琉
は
本
文
書
を
遠
景
の
鎮
西
赴

　
任
の
文
治
二
年
以
降
で
、
か
つ
任
宮
以
前
な
る
こ
と
を
根
拠
に
建
久
二
年
以
前
と

　
す
る
。
佐
藤
進
㎜
前
掲
書
二
六
二
頁
、
二
八
二
頁
。

⑧
　
　
『
島
津
家
文
書
之
一
』
九
号
。

⑨
　
文
治
五
年
一
〇
月
三
日
盛
時
奉
書
（
市
来
北
山
文
書
）
市
来
北
山
文
書
は
五
味

　
克
夫
「
島
津
庄
日
向
方
北
郷
弁
済
使
並
び
に
図
師
職
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』

　
一
七
〇
号
）
の
紹
介
に
よ
る
。
こ
の
ほ
か
奥
入
御
供
が
九
州
の
御
象
人
編
成
の
テ

　
コ
に
な
っ
た
事
例
と
し
て
、
豊
前
佐
田
文
書
建
久
三
年
二
月
二
八
日
頼
朝
袖
判
下

　
文
、
『
鎌
倉
遺
文
臨
五
八
一
署
。

⑩
　
市
来
北
山
文
書
。

⑪
　
　
『
島
津
家
文
書
之
7
㎞
一
一
暑
。

⑫
　
承
久
二
年
七
月
二
日
北
粂
義
時
書
状
（
『
大
日
本
古
文
書
阿
蘇
文
書
之
欝
所
収

　
「
阿
蔽
家
文
書
」
、
以
下
た
ん
に
「
阿
萩
家
文
書
」
と
記
す
）
な
お
阿
萩
社
領
に

　
つ
い
て
は
杉
本
尚
雄
『
中
世
の
神
社
と
社
領
』
、
阿
蘇
品
保
夫
「
文
献
上
か
ら
み
た

　
阿
蘇
大
宮
司
館
」
（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
宕
第
一
＝
集
『
浜
の
館
』
）
を
参
照
。

⑬
　
（
年
未
詳
）
九
月
一
六
翼
北
条
泰
時
書
状
「
阿
三
家
文
書
」
二
六
号
。

⑭
　
建
治
元
年
一
〇
月
一
二
日
成
阿
書
状
「
阿
萩
家
文
書
」
四
七
号
。

⑮
建
仁
三
年
三
月
二
九
日
北
条
暗
政
下
文
「
阿
瀟
家
文
書
」
一
五
号
。

⑯
時
政
が
阿
萩
社
地
頭
・
預
所
職
を
保
持
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
阿
蘇
品
保
夫

　
前
掲
論
文
、
八
八
頁
、
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑰
薩
摩
国
に
つ
い
て
は
建
久
八
年
六
月
日
薩
摩
国
図
田
端
写
（
『
島
津
家
文
書
之

　
一
群
一
六
四
号
）
、
大
隅
国
に
つ
い
て
は
五
味
克
夫
「
大
隅
国
建
久
図
田
帳
小
考
」

　
（
『
日
本
歴
史
』
一
四
二
号
）
所
収
の
同
図
田
帳
。

⑱
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
二
月
臼
条
。

⑲
承
久
二
年
九
月
一
四
臼
北
条
義
時
下
文
「
阿
蔽
家
文
書
」
一
九
号

⑳
　
　
「
阿
繭
…
準
文
書
」
六
号
。

⑳
　
『
大
B
本
古
文
書
阿
蘇
文
書
之
一
』
所
収
「
阿
蔽
神
社
文
書
」
一
号
。

＠
　
「
阿
萩
家
文
書
」
一
〇
号
。

⑭
建
久
穴
年
七
月
二
八
日
平
某
下
文
「
賛
唱
家
文
書
」
九
号
。

⑳
　
「
阿
蔽
家
文
書
」
一
一
一
号
。

⑮
建
仁
三
年
三
月
二
九
日
北
条
時
政
下
文
「
阿
墨
家
文
書
」
一
五
号
等
。

⑯
　
　
「
陣
里
家
＋
人
書
」
　
一
六
号
。

⑳
佐
嘉
御
領
に
関
説
し
た
も
の
は
す
で
に
多
い
が
、
私
も
、
　
「
国
衙
領
に
お
け
る

　
領
主
制
の
形
成
」
（
『
史
林
』
四
三
巻
一
号
六
一
－
六
二
頁
）
で
ふ
れ
た
。
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四
　
惣
地
頭
と
小
地
頭
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鎌
倉
時
代
の
九
州
に
お
い
て
は
幕
府
の
有
力
御
家
人
か
ら
な
る
惣
地
頭
の
下
に
平
安
時
代
以
来
の
在
地
の
伝
統
的
な
開
発
領
主
層
が
い
て
、

彼
等
が
多
く
小
地
頭
と
称
さ
れ
、
両
者
が
所
領
の
下
地
進
止
権
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
争
い
を
く
り
か
え
し
て
い
た
こ
と
は
安
田
元
久
氏
の
「
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
の
惣
地
頭
に
つ
い
て
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
論
稿
が
明
ら
か
に
し
て
来
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
安
田
氏
は
、
東
国
と
薦
国
を
対

比
さ
せ
つ
つ
、
ω
西
国
と
く
に
鎮
西
に
み
と
め
ら
れ
る
惣
地
頭
は
東
国
の
有
力
御
家
人
に
対
す
る
新
譜
給
与
の
形
態
で
あ
る
。
②
か
な
ら
ず
し

も
相
伝
さ
れ
ず
、
加
徴
権
と
若
干
の
給
田
を
と
も
な
う
だ
け
の
得
分
権
地
頭
で
あ
っ
て
、
在
地
性
が
稀
薄
で
あ
る
。
㈲
本
領
主
た
る
名
主
が
御

家
人
と
し
て
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
た
上
に
、
更
に
惣
地
頭
が
設
置
さ
れ
、
幾
人
も
の
在
地
領
主
（
小
地
頭
）
の
所
領
を
ふ
く
む
広
い
領
域
に
お

か
れ
た
た
め
惣
地
頭
と
い
わ
れ
た
。
ω
頼
朝
が
九
州
の
在
地
領
主
層
に
対
し
て
本
領
安
堵
の
政
策
を
と
っ
た
た
め
に
生
じ
た
恩
賞
地
の
不
足
へ

の
対
処
や
在
地
領
主
欄
へ
の
牽
制
、
さ
ら
に
惣
地
頭
を
通
じ
て
の
西
国
と
く
に
鎮
西
の
土
地
管
理
権
の
吸
収
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
、
全

体
と
し
て
惣
地
頭
が
西
国
な
い
七
鎮
西
に
お
け
る
特
殊
な
所
領
給
与
の
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
安
田
説
は
西
国
一
般
と
鎮
西
と
の
区
別
が
や
や
不
明
瞭
な
点
は
残
る
が
惣
地
頭
・
小
地
頭
の
意
味
に
つ
い
て
適
確
な
見
解
を
述
べ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
．
こ
れ
に
対
し
て
田
中
稔
・
網
野
善
彦
氏
が
、
ω
惣
地
頭
は
九
州
独
自
の
制
度
で
な
い
こ
と
、
②
新
し
く
創
設
さ
れ
た

制
度
（
祇
職
）
で
は
な
く
、
継
承
す
べ
き
先
蹴
形
態
を
も
っ
て
い
た
と
の
批
判
を
述
べ
、
若
狭
国
遠
敷
三
方
二
郡
惣
地
頭
若
狭
忠
季
・
常
陸
国
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

郡
惣
地
頭
下
河
辺
政
義
な
ど
を
実
例
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
工
藤
敬
一
氏
は
一
面
で
田
中
・
網
野
氏
の
所
説
を
み
と
め
つ
つ
も
、
九

州
の
惣
地
頭
が
形
態
上
の
類
似
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
地
域
の
惣
地
頭
と
は
こ
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
こ
れ
が
小
地
頭
制
と
不
可
分
に
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
安
田
説
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
論
を
進
め
て
い
る
。
工
藤
氏
は
鎮
西
の
御
家
人
が
惣
地
頭
と
称
さ
れ
た
理
由

と
し
て
、
鎮
西
御
家
人
が
本
領
を
安
堵
さ
れ
な
が
ら
も
、
彼
等
の
多
く
が
か
っ
て
の
平
家
家
人
だ
っ
た
た
め
、
彼
等
の
所
領
は
一
た
ん
は
没
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
、
あ
ら
た
め
て
新
恩
地
－
恩
領
と
し
て
給
与
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
と
く
に
小
地
頭
と
称
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
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工
藤
玩
に
お
い
て
は
惣
地
頭
を
西
国
一
般
に
拡
大
す
る
と
い
う
安
田
説
に
残
っ
て
い
た
あ
い
ま
い
さ
が
な
く
な
り
、
こ
れ
が
明
確
に
鎮
西
独
自

の
制
度
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
私
は
惣
地
頭
・
小
地
頭
の
地
域
区
分
の
点
で
は
田
中
・
網
野
両
氏
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
州

の
惣
地
頭
制
が
小
地
頭
の
調
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
内
容
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
安
田
・
工
藤
説
に
い

ぜ
ん
説
得
力
を
感
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
九
州
の
惣
地
頭
・
小
地
頭
制
は
頼
朝
に
よ
る
九
州
地
頭
成
敗
権
一
1
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
九
州
特

有
の
国
地
頭
綱
の
あ
い
ま
い
な
解
消
の
所
産
で
あ
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
宝
治
一
一
年
に
筑
後
国
上
嚢
庄
内
蒲
原
・
次
郎
丸
名
に
つ
い
て
天
野
遠
景
、
中
原
親
能
、
同
説
時
、
陰
陽
頭
忠
尚
以
来
の
惣
地
頭
職
を
継
承
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
主
殿
助
泰
房
が
名
主
吉
田
三
郎
能
茂
法
師
（
法
名
足
阿
）
を
惣
地
頭
の
権
限
に
よ
っ
て
改
悪
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
名

主
足
阿
は
こ
の
名
主
職
に
つ
い
て
、
頼
朝
か
ら
門
小
地
頭
御
下
文
」
を
も
ら
っ
て
お
り
、
惣
地
、
頭
は
こ
れ
を
改
替
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

二
建
久
御
下
文
者
、
親
能
拝
調
理
地
頭
職
一
之
後
、
被
二
成
下
一
説
、
是
小
地
頭
御
下
文
也
、
且
西
国
之
留
、
被
レ
繋
馬
惣
地
頭
一
之
所
々
、
皆
成
訓
置

小
地
頭
一
蛸
船
例
也
し
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
惣
地
頭
泰
房
は
足
算
の
云
分
を
「
小
地
頭
者
、
号
嗣
地
本
進
退
之
地
主
ハ
不
レ
雲
脚
交
地
頭
ハ

依
レ
令
二
張
行
顧
惣
地
頭
有
名
無
実
也
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
次
に
か
か
げ
る
の
は
右
の
相
論
で
数
等
が
提
出
し
た
七
通
の
証
文
ω
～
ω
と
、
泰
房
提
出
の
証
文
㈲
な
ら
び
に
そ
の
文
言
で
あ
る
。

ω
　
文
治
二
年
五
月
六
日
右
大
将
家
下
文
《
家
職
可
レ
為
昌
蒲
原
・
次
郎
丸
地
頭
職
｝
》
云
々

㈲
　
建
久
八
年
一
一
月
七
日
右
大
将
家
下
文
《
蒲
原
地
頭
職
事
、
家
職
令
レ
補
コ
野
寺
職
」
》
云
々

の
　
建
仁
元
年
一
一
月
日
中
原
親
能
下
文
《
家
職
可
レ
為
昌
蒲
原
・
次
郎
丸
地
頭
代
職
｝
》
云
々

⇔
　
建
保
三
年
四
月
三
日
中
原
拠
時
下
文
《
次
郎
丸
名
主
職
事
、
大
将
家
御
下
文
墨
親
父
家
秀
譲
状
明
白
也
、
停
コ
止
家
村
之
沙
汰
↓
混
晶
先
例
一
家
職
可
レ
致
昌

　
沙
汰
一
》
云
々

㈱
　
貞
応
元
年
七
月
日
中
原
季
時
下
文
《
次
郎
丸
名
主
職
事
、
能
茂
齪
糊
任
昌
稲
伝
円
可
レ
厳
罰
彼
単
一
》
云
々

⑭
　
嘉
禄
三
年
六
月
日
中
原
季
時
下
文
《
能
茂
可
・
為
昌
蒲
原
・
次
郎
丸
地
頭
代
職
一
》
云
々

ω
　
仁
治
二
年
八
月
陰
陽
頭
忠
尚
朝
臣
下
文
《
足
阿
可
レ
為
昌
蒲
原
・
次
郎
丸
名
主
職
一
》
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㈲
　
寛
元
二
年
＝
一
月
ニ
ニ
日
（
関
東
）
下
文
《
泰
房
可
レ
為
晶
蒲
原
・
次
郎
丸
地
頭
職
一
》
云
々

　
右
の
ω
～
㊥
の
七
通
の
う
ち
家
職
か
ら
足
業
に
い
た
る
所
職
の
補
任
権
者
と
し
て
み
え
る
も
の
は
、
最
初
の
二
通
ω
⑭
が
頼
朝
自
身
、
以
後

は
中
原
親
能
㊨
、
同
天
時
⇔
㈲
⑭
、
陰
陽
頭
忠
尚
q
う
な
ど
で
、
親
能
以
後
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
地
を
惣
地
頭
と
し
て
領
し
た
人
物
で
あ
る
。
さ

き
に
表
示
し
た
よ
う
に
ω
と
同
一
日
付
の
頼
朝
下
文
が
上
妻
文
書
の
な
か
に
み
え
、
こ
れ
が
遠
景
の
第
一
型
式
の
下
文
に
よ
る
施
行
を
う
け
て

い
る
点
か
ら
み
て
、
④
も
ま
た
遠
景
の
施
行
を
う
け
た
頼
朝
の
本
領
安
堵
地
頭
職
の
設
定
を
意
味
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
悔
言
は

こ
の
間
の
事
情
を
「
蒲
原
・
次
郎
丸
地
頭
職
者
、
右
大
将
家
御
時
、
文
治
二
年
祖
父
家
秀
・
親
父
家
職
等
宛
可
聴
之
一
面
、
其
後
藤
内
民
部
大
夫

遠
景
笄
掃
部
頭
親
能
法
師
蝉
レ
被
レ
補
導
惣
地
頭
ハ
於
凱
家
職
小
地
頭
職
【
老
、
無
二
其
煩
ハ
伽
家
職
建
久
八
年
給
二
政
所
御
下
文
一
畢
」
と
い
っ
て
い

る
。
こ
の
地
で
建
久
八
年
に
政
所
下
文
の
成
改
め
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
足
阿
が
彼
の
小
地
頭
職
の
根
拠
と
し

て
あ
げ
た
の
は
、
㈲
の
建
久
八
年
＝
月
の
政
所
下
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
「
建
久
御
下
文
者
、
親
能
拝
副
領
地
頭
職
一
之
後
、
被
二
成
下
一

重
、
琵
小
地
頭
御
下
文
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
頼
朝
が
こ
の
地
で
行
っ
た
建
久
八
年
の
地
頭
職
（
小
地
頭
）
の
政
所
下
文
に
よ
る
成
改
め
は
遠
景

・
親
能
の
地
頭
（
惣
地
頭
）
補
任
の
あ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⑭
が
建
久
八
年
一
一
月
七
日
の
日
付
を
も
つ
こ
と
か
ら
み
て
、
頼
朝
政
権
下
に
お
い
て
は
そ
の
最
終
段
階
ま
で
、
鎮
西
に
お
け
る
本
領
安
堵

地
頭
創
設
策
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
上
に
惣
地
頭
を
補
任
し
両
者
を
か
さ
ね
あ
わ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
頼
朝
以
降
、
そ
れ
ま
で
将
軍
家
と
直
結
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
九
州
の
根
本
領
主
層
－
本
領
安
堵
地
頭
の
地
位
は
曖
昧
な
も
の
に
な
り
、

惣
地
頭
が
彼
等
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
地
位
を
保
証
す
る
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
九
州
の
領
主
層
は
「
地
頭
寛
仁
」
　
「
名
主
職
」
の
保

持
を
惣
地
頭
の
下
文
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
存
在
に
転
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
㊨
か
ら
㊥
に
い
た
る
惣
地
頭
下
文
は
そ
の
こ
と
を

示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
鎮
西
特
有
の
惣
地
頭
・
小
地
頭
相
論
の
多
く
は
右
の
よ
う
な
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宝
治
二
年
九
月
一
三
日
の
関
菓
下
知
状
の
判

決
文
は
右
の
過
程
を
総
括
し
な
が
ら
「
右
大
将
家
御
時
拝
謝
領
地
頭
職
御
下
文
｛
之
輩
、
被
レ
補
二
惣
地
頭
一
之
日
、
令
レ
安
調
堵
名
主
職
ハ
号
凱
添
地
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頭
一
者
鎮
西
之
例
也
、
然
則
、
足
阿
為
二
名
主
職
一
相
訓
従
惣
地
頭
所
勘
噴
於
二
有
限
年
貢
以
下
課
役
一
者
、
任
謡
先
例
一
可
レ
照
門
沙
汰
一
　
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
ω
頼
朝
に
よ
る
本
領
安
堵
政
策
の
も
と
で
地
頭
（
本
領
安
堵
地
頭
）
に
な
っ
た
鎮
西
の
領
主
た
ち
の
上
に
、
新
し
く
地
頭

職
（
惣
地
頭
）
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
、
②
お
そ
ら
く
は
頼
朝
の
死
後
、
本
領
地
頭
政
策
が
後
退
せ
し
め
ら
れ
る
と
同
時
に
惣
地
頭
の
下
に
あ
っ
た

本
領
地
頭
の
地
位
に
変
化
が
お
こ
り
、
彼
等
が
惣
地
頭
に
よ
っ
て
地
頭
代
職
、
名
主
職
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
㈲
彼
等
が
頼
朝
に
よ
っ
て
そ
の
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
伝
統
的
な
領
主
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は
、
容
易
に
否
定
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
以
後
も
こ
の
地
域
の
政
治
構
造
を
規
定
し
つ
づ
け
た
こ
と
、
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
惣
地
頭
と
小
地
頭
と
の
関
係
は
こ
う
し
て
か
な
り
暖
昧
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
頼
朝
の
九
州
地
頭
成
敗
権
に
も
と
つ
く
鎮
西
の
地
頭

政
策
が
十
分
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
鎮
西
特
有
の
現
象
で
あ
っ
た
。
頼
朝
が
採
用
し
た
鎮
西
に
お
け
る
本
領
地
頭

安
堵
の
政
策
は
も
ち
ろ
ん
右
の
九
州
地
頭
成
敗
権
の
具
体
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
頼
朝
は
そ
の
上
に
二
重
に
地
頭
職
（
惣
地
頭
）
を

設
定
し
、
こ
こ
に
東
国
出
身
の
有
力
部
将
を
送
り
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
頼
朝
に
は
文
治
国
地
頭
制
以
来
、
か
か
る
権
限
が
帰
属
せ
し
め
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
安
田
元
久
氏
の
意
見
は
こ
の
意
味
で
も
支
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
幕
府
は
鎮
西
の
本
領
地
頭
安
堵
政
策
を
頼
朝
の
死
後
実
際
上
放
棄
し
て
い
っ
た
。
幕
府
の
地
頭
制
度
は
惣
地
頭
の
側
に
正
当
な
地

頭
職
権
限
を
認
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
足
踏
が
提
出
し
た
建
保
三
年
四
月
三
日
の
惣
地
頭
中
原
年
時
の
下
文
⇔
に
よ
る

と
、
こ
の
所
領
を
め
ぐ
っ
て
家
職
が
家
村
と
領
有
権
を
争
い
、
惣
地
頭
が
両
者
の
争
い
を
裁
定
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
惣
地
頭
権
限
の

確
立
、
鎮
西
本
領
地
頭
の
地
位
低
下
が
み
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
っ
て
の
本
領
地
頭
安
堵
政
策
は
こ
こ
で
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
と
み
と
め

ざ
る
を
え
な
い
。
島
津
忠
久
の
と
こ
ろ
で
み
た
と
お
り
、
惣
地
頭
は
頼
朝
の
指
示
に
よ
っ
て
郡
司
弁
済
使
職
の
安
堵
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ

の
関
係
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
か
っ
て
の
頼
朝
の
根
本
領
主
層
に
対
す
る
地
頭
成
敗
権
が
、
す
べ
て
惣
地
頭
の
側
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

鎮
西
に
お
け
る
根
本
領
主
層
の
抵
抗
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
ま
た
北
条
氏
の
主
遵
に
よ
る
幕
府
中
央
も
惣
地
頭
の
圧
倒
的
な
領
主
権
拡
大
を
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決
し
て
支
持
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
比
企
能
員
の
乱
に
連
座
し
て
、
一
時
失
脚
し
た
島
津
氏
な
ど
は
と
く
に
北
条
氏
と
の
関
係
に
お
い
て

一
方
的
な
権
限
強
化
を
限
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
惣
地
頭
島
津
氏
に
対
抗
し
た
薩
摩
国
谷
山
郡
の
郡
司
谷
山
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
元
徳
二
年
忌
相
論
に
お
い
て
、
「
於
二
国
領
一
者
、
以
二
郡
司
一
号
瓢
地
頭
↓
至
二
庄
園
一
者
、
以
一
一
下
司
一
称
二
地
頭
（
所
謂
本
補
地
頭
是
也
」
と
述
べ

た
こ
と
は
、
先
に
み
た
と
お
り
鎮
西
に
お
け
る
根
本
領
主
ロ
小
地
頭
層
の
存
在
形
態
を
ひ
ろ
く
と
ら
え
た
文
言
と
み
と
め
ら
れ
る
。
国
領
で
は

郡
司
が
地
頭
で
あ
り
、
庄
園
で
は
下
司
が
地
頭
に
あ
た
る
。
こ
れ
こ
そ
が
本
補
地
頭
と
い
う
も
の
だ
と
述
べ
る
谷
山
教
信
の
等
分
に
は
頼
朝
下

文
の
有
無
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
天
福
二
年
五
月
一
日
の
追
加
法
は
「
酉
国
御
家
人
者
、
自
二
丁
大
将
家
御
詠
野
守
護
人
置
注
二
交
名
ハ

難
レ
令
レ
催
訓
勤
大
番
以
下
課
役
ハ
給
二
関
東
御
下
文
ハ
令
レ
乱
調
一
所
職
一
之
輩
者
、
不
レ
幾
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
鎮
西
御
家
人
の
大
多
数
は
頼
朝

下
文
の
給
付
な
し
に
御
家
人
所
役
を
勤
仕
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
州
に
お
け
る
根
本
領
主
層
は
お
し
な
べ
て
本
補
地

頭
口
小
地
頭
た
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
佐
嘉
御
領
の
惣
地
頭
と
小
地
頭
の
相
論
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の

事
例
に
よ
っ
て
た
し
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
九
州
の
根
本
領
主
層
は
惣
地
頭
の
強
圧
的
支
配
に
さ
ら
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
と
同
時
に
、
在
地

の
伝
統
的
な
庄
務
権
を
掌
握
し
つ
つ
、
惣
地
頭
を
得
分
権
地
頭
の
枠
内
に
お
し
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
第
一
節
注
3
、
安
田
元
久
論
文
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
第
一
節
注
3
、
工
藤
敬
一
論
文
。

　
②
　
田
中
稔
「
鎌
倉
幕
府
御
家
人
欄
度
の
一
考
察
」
　
（
石
母
田
・
佐
藤
編
『
中
世
の
　
　
　
　
④
　
宝
治
二
年
九
月
＝
二
日
関
東
下
知
状
（
『
鎌
倉
遺
文
』
六
九
九
八
号
）

　
　
法
と
国
家
』
所
収
）
網
野
善
彦
「
常
陸
国
南
郡
惣
地
頭
職
の
成
立
と
展
開
」
（
『
茨
　
　
　
　
⑤
　
第
一
節
注
4
。

　
　
城
県
史
研
究
』
）
　
一
一
号
。
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以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。

ω
　
頼
朝
は
文
治
元
年
一
一
月
の
鼠
地
頭
制
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
鎮
西
九
国
の
国
地
頭
と
し
て
天
野
遠
景
を
派
遣
し
た
。
こ
の
と
き
頼
朝
は

　
全
国
に
わ
た
る
諸
国
諸
庄
地
頭
進
退
権
を
保
持
し
て
お
り
、
こ
の
権
限
に
も
と
づ
い
て
各
地
で
地
頭
職
を
設
置
し
た
ら
し
い
。
領
家
と
鎌
倉
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と
の
相
互
補
任
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
島
津
庄
下
司
職
が
文
治
二
年
四
月
に
領
家
の
補
任
・
改
替
権
否
定
を
意
味
す
る
地
頭
職
に
き
り
か
え

　
ら
れ
た
の
も
国
地
頭
制
下
の
諸
国
諸
庄
地
頭
成
敗
権
に
も
と
つ
く
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
文
治
二
年
六
月
に
畿
内
近
国
三
七
ケ
国
で
国
地
頭
が
停
廃
さ
れ
た
さ
い
、
頼
朝
は
鎮
西
を
対
象
地
域
か
ら
除
外
し
た
が
、
国
地
頭
の
称
号

　
停
止
（
惣
追
捕
使
へ
の
切
り
か
え
）
、
国
衙
岩
茸
へ
の
干
渉
停
止
な
ど
こ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
特
有
の
国
地
頭
制
解
消
の
手
だ
て
が
と
ら
れ
た
。

③
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頼
朝
は
九
州
に
お
け
る
地
頭
成
敗
権
を
い
ぜ
ん
と
し
て
保
持
し
、
本
領
地
頭
安
堵
の
政
策
を
継
続
す
る
と
と
も

　
に
、
鎮
西
の
各
所
に
東
国
出
身
の
御
家
人
を
配
し
、
こ
れ
に
地
頭
職
（
惣
地
頭
）
を
与
え
て
い
る
。

㈲
　
鎮
西
の
惣
地
頭
は
、
本
領
安
堵
地
頭
を
ふ
く
め
て
の
根
本
領
主
層
（
郡
司
・
下
司
）
を
支
配
し
、
頼
朝
の
死
後
本
領
地
頭
安
堵
政
策
そ
の
も

　
の
の
後
退
と
と
も
に
、
根
本
領
主
層
に
対
す
る
支
配
を
強
化
し
て
こ
れ
を
地
頭
代
職
や
名
主
職
に
補
任
し
な
お
し
て
い
っ
た
。

⑤
　
だ
が
こ
れ
ら
根
本
領
主
層
の
抵
抗
は
大
き
く
、
彼
ら
は
所
領
の
伝
統
的
な
下
地
進
止
権
を
強
く
主
張
し
、
惣
地
頭
支
配
か
ら
の
自
立
を
要

　
毒
し
て
鎮
西
独
特
の
小
地
頭
制
を
現
実
化
し
て
い
た
。
阿
蘇
社
領
に
お
け
る
北
条
氏
の
支
配
は
惣
地
頭
支
配
を
限
定
し
て
い
た
右
の
よ
う
な

　
枠
組
み
が
幕
政
を
主
導
し
た
北
条
氏
の
私
的
実
力
支
配
に
よ
っ
て
と
り
は
ら
わ
れ
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。

　
聡
に
述
べ
た
よ
う
に
文
治
二
年
六
月
差
措
置
に
よ
っ
て
、
鎮
西
に
は
特
有
の
地
方
政
治
の
仕
組
み
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
源
平
内
乱
期
に
国
地
頭
制
を
指
向
せ
し
め
た
よ
う
な
在
地
領
主
制
の
政
治
的
活
力
は
鎮
西
に
お
い
て
も
ま
た
限
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
鎮
西
特
有
の
地
頭
成
敗
権
や
小
地
頭
の
存
在
に
、
私
達
は
内
乱
期
が
も
っ
た
政
治
的
可
能
性
の
形
骸
を
な
に
ほ
ど
か
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

追
記
　
最
近
の
義
江
彰
夫
「
国
地
頭
職
の
沿
革
」
　
（
『
史
学
雑
誌
』
八
六
編
七
号
）
は
大
山
批
判
を
ふ
く
み
、
ま
た
井
原
今
朝
男
「
荘
園
制
支
配
と
惣
地
頭

　
　
の
役
割
－
島
津
荘
と
惟
宗
忠
久
1
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
四
九
号
）
は
島
津
忠
久
に
つ
い
て
の
精
細
な
研
究
で
あ
る
。
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
助
教
授
　
京
都
市
左
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Nomination　of　C履7z96∫ガ’δ鎮西地頭

　　　　　by

Ky6hei　Oyama

　　November　1185　wheil　the　system　of　Kunijztb国地頭was　established，

Y∂ntomo　’Minamoto源頼朝seRt　7挽㎎6　Amano天野遠景to　Kyushu　as
’the　geperal　Kuniiitb　there，　who　put　the　plan　of　setting　Honrybando一］’itb

本領安堵地頭into　practice．．This　policy　means　that】roritomo頼朝

practiced　his　power　of　supPlementing　fitδ地頭　ill　every　county　and

manor．　At　the　same　time　he　also　appointed　Tadaleisa　Koremune惟宗

忠久，bailiff　at　a　manor　of　Shimazu島津，　to　be万’δauthorized　by

Kamakura鎖褒倉Shogunate．

　　Later　though，　June　1186，　he　abolisked　or　suspended　the　system　of

Kunijitb　iB　37　counties　including　Kyoto　and　neighbouring　counties，

Chineei鎮西（i．　e．　Kyushu）as　well　as　Tbgollu東国was　exempted　from

the　abolishment　or　suspension．　ln　other　words　his　rlght　of　supp！ementing

litb　in　every　county　and　manor　remained　in　the　form　of　the　nomination

ofノ露δin　Kyushu．　But　the．まatter　right　of　Yoritomo　was　1ユot　so　com－

prehensive　that　he　dared　Bot　interfere　in　the　affairs　of　county　oMcials

there　were　deprived　of　the　nomination　pf　Jito　after　i186，　and　，the．　title

of　Kunijito一　was　maintained　there．

　　After　the　period　ofκ2％1腿骨建久，1190－1198，　the　governmental　po1玉cy

of　creating砺％ηδα％40劣渉δreceded　in　that　area，　while　Komponryδshu根

本領主or　reclaimers　led　by　Sのゴ渉δ惣地頭came　to　be　apPointed　to　be

deputies　of　Jitb　or　Myo’shu名主．　Since　then　lesser拷δgradually　began

to　appear　in　this　district．

Farm　Management　in　Ming　and　Ch‘ing　Periods

　　　　　　　　AReappraisal　of　spen　Sltih　Nung　Shu沈氏農書

明清時代

　　　　by

Keiji　Adachi

　　Heretofore　it　has　been　agreed　that　2n　！14ing　and　Ch‘ing　periods，　the

farmer　did　not　produce　a　surplus　and　so　couldn’t　be　defined　as　bourgeois．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（174）




